




巻頭言 奈良の歴史的建造物と免震 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1
帝塚山大学　教授 三山剛史

新年のご挨拶 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3
日本免震構造協会　会長 西川孝夫

免震建築紹介 白山石川広域消防本部・松任消防署庁舎 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4
浦建築研究所 竹田法男
伸構造事務所 鈴木昭司 威徳井健太郎

帝京大学板橋キャンパス大学棟 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9
山下設計 鈴木光雄 城戸隆宏
清水建設 西谷隆之 竹田拓司

ろうきん肥後橋ビル ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13
日建設計 嘉村武浩 加登美喜子 岡田健

しいのき迎賓館（旧石川県庁舎本館）の改修計画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17
山下設計 塩手博道 北島英樹 関美和

免震建築訪問記－75 平城宮跡第一次大極殿正殿 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22
大成建設 小山実
久米設計 千馬一哉
ブリヂストン 竹内貞光

シリーズ
「制振部材紹介ー 9 」オイレス工業 ビンガムダンパー　オイレス工業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28

「制振部材紹介ー 10 」ジエン系粘弾性体SDM-1 粘弾性ダンパー　昭和電線デバイステクノロジー ‥ 29

委員会報告 免震建築物の耐風設計指針（案）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 30
技術委員会　耐風設計部会

“Workshop:Bridges Seismic Isolation and Large Scale Modeling” ‥‥ 37
国際委員会　委員 フジタ 馮徳民

免震構造を採用する先端企業の訪問 第二回 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 40

スターツCAM株式会社 －高床免震で地震から地域を守りたい－
社会環境部会　委員長 大成建設 久野雅祥

講習会報告 「第三回パッシブ制振構造の設計・計算講習会」受講報告 ‥‥‥‥‥‥‥ 45
構造システム 長尾真奈

免震セミナーin さいたま、水戸、金沢、松本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 47
CERA建築構造設計 世良信次

臨時総会議事録 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48

性能評価（評定）完了報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49

国内の免震建物一覧表 出版部会 メディアWG ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50

委員会の動き ■運営委員会　■技術委員会　■普及委員会 ■国際委員会 ■資格制度委員会 ‥‥‥‥‥ 74
■委員会活動報告（2010.10.1～2010.12.31）

会員動向 ■新入会員　■入会のご案内・入会申込書（会員） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 78
■免震普及会規約・入会申込書　■会員登録内容変更届

インフォメーション ■平成22年度免震部建築施工管理技術者更新報告 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 85
■平成22年度免震建物点検技術者更新報告
■中山光男氏（鴻池組）を偲ぶ ■行事予定表　■2011年 新年賀詞交歓会報告
■ホームページリニューアルのご案内　■会誌「MENSHIN」広告掲載のご案内　■寄付･寄贈

編集後記 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 104

目　　次

C
 

O
 

N
 

T
 

E
 

N
 

T
 

S

00_目次.qxd  11.2.22 3:56 PM  ページ 1



P r e f a c e
Historical Temples in Nara and the Application of Base Isolation 1
Takafumi MIYAMA Professor of Tezukayama University

New Years’ Greeting 3
Takao NISHIKAWA President, JSSI

H i g h l i g h t
Fire Fighting Headquarters of Hakusan·Ishikawa Large Area and MATTOU Fire Station 4
Norio TAKEDA URA Architects & Engineers Ltd.
Syoji SUZUKI Kentaro ITOKUI NOBI Structural Office Ltd.

Itabashi Campus,Teikyo University 9
Mitsuo SUZUKI Takahiro KIDO Yamashita Sekkei Inc.
Takayuki NISHIYA Takuji TAKEDA Shimizu Corp.

Higobashi Building of Labour Bank 13
Takehiro KAMURA Mikiko KATOU Ken OKADA Nikken Sekkei Ltd.

Shiinoki Cultural Complex(Old Public Office Building of Ishikawa Prefecture) 17
Hiromichi SHIOTE Hideki KITAJIMA Miwa SEKI Yamashita Sekkei Inc.

V i s i t i n g  R e p o r t - 75
Former Imperial Audience Hall of Nara Palace Site 22
Minoru KOYAMA Taisei Corp.
Kazuya SENBA Kume Sekkei Co., Ltd.
Sadamitsu TAKEUCHI Bridgestone Corp.

S e r i e s  “ Q u a l i f i e d  R e s p o n s e  C o n t r o l  D e v i c e ”  - 9 - 10
Oiles Corporation Binghum Material Damper Oiles Corp. 28
Visco Elastic Damper SDM-1 SWCC Showa Device Technology Co., Ltd. 29

R e p o r t  o f  C o m m i t t e e
Draft Guidelines for Wind-Resistant Design of Base-Isolated Buildings 30
Wind-Resistant Design Committee

A Report of Workshop:Bridges Seismic Isolation and Large Scale Modeling 37
Internationalization Committee Demin FENG Fujita Corp.

An Interview with the Forefront Corporations which Adopt Base-Isolated Buildings -No.2-
STARTS Construction and Asset Management Co., Ltd. 40
Chairman,Social Environment Subcommittee Masayoshi HISANO Taisei Corp.

R e p o r t  o f  L e c t u r e
“Third Design and Calculation of Passively-Controlled Buildings” 45
Mana NAGAO Kozo System ,Inc.

Seminar on Seismic Isolation System in Saitama, Mito, Kanazawa and Matsumoto 47
Shinji SERA CERA Architecture Design Office

M i n u t e s  o f  t h e  E x t r a - G e n e r a l  M e e t i n g 48

C o m p l e t i o n  R e p o r t s  o f  t h e  P e r f o r m a n c e  E v a l u a t i o n s 49

L i s t  o f  S e i s m i c  I s o l a t e d  B u i l d i n g s  i n  J a p a n  Media WG,Publication Section 50

C o m m i t t e e s  a n d  t h e i r  A c t i v i t y  R e p o r t s 74
○Steering  ○Technology  ○Diffusion  ○Internationalization  ○Licensed Administrative  
○Activity Report of the Committees(2010.10.1～2010.12.31)

B r i e f  N e w s  o f  M e m b e r s 78
○New Members  ○Application Guide & Form  ○Rules of Propagation Members & Application Form  ○Modification Form

I n f o r m a t i o n 85
○Renewal of Licensed Administrative Engineer for Construction of Seismic Isolation Portion in 2010  
○Renewal of Licensed Administrative Engineer for Maintenance Management of Seismically Isolated Buildings in 2010  
○Condolences on the demise of Mitsuo NAKAYAMA ○Annual Schedule ○New year's greetings in 2011
○Information of Renewal Homepage ○Advertisement Carrying  ○Contribution

P o s t s c r i p t 104

C
 

O
 

N
 

T
 

E
 

N
 

T
 

S

CONTENTS

00_目次.qxd  11.2.22 3:56 PM  ページ 2



1巻頭言

巻 頭 言

1 奈良の歴史を感じる時
縁あって私が奈良に移り住んで4年が過ぎようと

しています。奈良は修学旅行で訪れる場所として有

名で、私も中学生の時に来たことがありました。今

でも多くの学生や観光客が東大寺、興福寺、薬師寺

などの寺院に訪れて奈良時代に考えを馳せていま

す。私が奈良に来た当初は歴史的建造物の多くある

地域だからともかく見て回ろうと1日に4か所、5か

所と見学していました。しかし、一度にたくさん見

ると、1日のなかで感動がだんだんと薄くなること

に気がつきました。それからはゆっくり一つの場所

で建物の荘厳さや歴史を感じとるようになってきま

した。

奈良に来て奈良の歴史を強く意識したのは橿原市

にある本薬師寺跡地でした。現在の薬師寺は平城遷

都のときにこの場所から現在の奈良市の南部に移築

されたものです。本薬師寺跡には礎石が残っており、

周りの休耕田はホテイアオイが植えてあります。私

が訪れたのはその開花時期の8月で、観光客が多く来

ていました。その時、礎石のそばで何気なしに小石

を拾いました。その小石はよく見ると片面に布目が

入っており、奈良時代に用いられた瓦のかけらのよ

うに見えました。本当に奈良時代のものかどうかは

私にはわかりませんが、その時私は足元の自分が踏

んでいる土の中に奈良時代を発見した気がしました。

二月堂に行った時も同じような経験をしました。

参道の石段に何種類かの石が用いられており、明ら

かに補修を繰り返した跡でした。角ばった石は比較

的新しいもので、丸くなった石は古くからそこにあ

ったもののようでした。参道を補修する時にそれま

で使われていた石をどこか他の場所に持って行って

新しい石だけで作るとは思えません。丸くなった石

が奈良時代のものかどうかはわかりませんが、自分

が何気なく踏んでいる石は実は聖武天皇が踏んだ石

かもしれません。確かなことは、地面の下には奈良

奈良の歴史的建造物と免震

三山　剛史帝塚山大学　教授

時代からの土や石があるはずで、何かの遺構がそ

こかしこにあるということです。国宝や歴史的建

造物でないところにも奈良時代からの歴史があり、

奈良の風景の一部になっているのです。

2 歴史の中の仏像
昨年の11月には元興寺の禅室屋根裏見学会に行

きました。元興寺は飛鳥寺が平城遷都により奈良

に新築移転された建物で、興福寺と並んで大きな

寺地を有していた建物だそうです。禅室は1943年

から1951年にかけて修理された建物で、その屋根

裏に用いられている木材には他の建物の材料を再

利用したものが多く使われています。最も古い材

料は飛鳥寺から持ってきた梁で1400年前に伐採さ

れたものです。現存する最古の建築木材に触り、

掌に歴史を感じることができました。

興福寺の阿弥陀如来像は一昨年の4月から6月にか

けて東京博物館平成館で公開されました。興福寺に

あるときは仏像として正面から拝観できるようにな

っていますが、東京博物館では阿弥陀如来像の周り

を見学者が回れるようになっており、側面や背面を

見ることができました。博物館に展示されているこ

と、背面まで見ることができることから阿弥陀如来

像は仏像というより芸術品として扱われていると感

じました。もちろん東京博物館で阿弥陀如来像に手

を合わせている人はいませんでした。

また、同じく興福寺では創建1300年を記念して五

重塔初層の特別公開が昨年11月に行われました。奈

良に来る観光客のほとんどはその建物の外観を見て

いると思いますが、中に入るチャンスは少ないはず

です。うす暗い建物の中に格子戸から差し込む光の

中で埃をかぶって阿弥陀三尊像、弥勒三尊像、薬師

三尊像、釈迦三尊像が並んでいました。単純に建物

の構造に興味があったので見学に行ったのですが、

無意識のうちに阿弥陀三尊像の前で手を合せてしま
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いました。これらの仏像が阿弥陀如来像と同じよう

に東京博物館に展示してあったら手を合わせること

なく美術品として鑑賞していたと思います。

奈良という場所、寺、仏像が一体となって奈良の

歴史と文化を醸し出しています。建材としての木材

も仏像も単体で存在するのではなく、バックグラウ

ンドとしての場所や建物、これまでの経緯を背負っ

てそこに存在し、歴史や感動を与えてくれています。

もちろん、建物は何度も修復を繰り返し、大きさの

変更や建設場所の変更もあったでしょうが、それも

含めての歴史だと思います。

3 歴史的建造物の免震化
奈良には多くの歴史的建造物があります。国宝と

なっている建造物の数は日本で最も多く62件ありま

す。これらは長い歴史の中で戦禍、地震や落雷によ

る自然災害、経年劣化により幾度もの修復や改修を

経てきた建物です。建物の中には多くの仏具や仏像

が置かれています。このような建物と仏像の耐震安

全性を考えると現状では免震による耐震補強が好ま

しいはずです。しかし、これまで述べたように建物

は貴重な文化財ですが、その建物の建っている礎石

や地盤にも長い歴史があります。地盤を掘削して大

きなコンクリートの塊で地上にある建物を支持する

一般的な免震構造を適用すると、何が埋まっている

かわからない建物の下を壊す可能性があります。地

盤をそのまま保存できるような新しい免震技術の開

発が必要です。そのため急いで耐震性を高める免震

化の必要はないと考えられます。多くの寺院はその

時代の技術で何度も改修を繰り返してきています。

改修の時期に合わせてその時の最善の技術で補強が

できればよいはずです。その時までに適切な免震技

術が開発されることを願っています。

4 平城遷都1300年祭
奈良は昨年、平城遷都1300年祭がおこなわれまし

た。平城宮跡の大極殿を中心に多くの催しが行われ、

多くの人が奈良を訪れました。平城宮跡会場への入

場者は4月24日から11月7日の期間でおおよそ36万人

を数えました。昨年末の建築雑誌12月号にこの平城

遷都1300年祭について特集が組まれています。7世

紀から11世紀ごろの官庁や役所の跡として東アジア

の中でそっくり残っているのは平城宮跡だけです。

平城宮跡に開発の波が押し寄せてきたため、保存活

動が活発になったそうです。平城宮跡の中はもちろ

ん、外でも建築工事で掘削をすると木簡や瓦が出て

きます。そのため、1300年祭のために建てられた仮

設の施設も埋設物や遺構があるかもしれない地下部

分を破壊しないように盛土がしてありました。

平城宮跡の中心となる建物は幅22m、奥行20m、

高さ27mの大極殿で、免震建物として復元されてい

ます。中には高御座（たかみくら）がおかれ、小壁

には上村淳之氏により東西南北に青龍、白虎、朱雀、

玄武の四神、その他の壁に十二支、天井には蓮華を

図案化した絵が描かれています。ここを訪れた多く

の人は天井を見て、小壁を見て、感動して帰ってい

ました。

この建物の建設工事中に何度か見学会が行われて

います。現場では“ちょうな”や“やり鉋”による

木材加工や瓦の製作の様子などを見学できました。

この見学で感じたのはこの復元には三つの大きな意

味があるということです。一つは技術の伝承です。

コンスタントにこのような建物を建設することで建

築技術が伝承され、さらに建築資材の確保などが可

能となることです。二つ目は建設するにあたって不

明な部分が研究課題として現れることです。創建時

の状態がわからない中で、それを様々な資料から予

測して大極殿を修復しています。この研究の成果は

奈良の歴史の解明につながっています。三つ目は多

くの観光客をひきつけることができたということで

す。この建物を見て奈良時代の歴史に興味を持つ人

も増えたことはよかったと思います。残念なことは、

1300年祭のコンセプトとはずれますが、免震層の見

学ができなかったことです。一般の人に免震層を見

せて、免震の安全性の高さを説明できれば、建物の

耐震性について考えてもらうチャンスが作れたはず

だと思います。

5 奈良の公共建物の耐震補強
奈良は歴史的建造物に改修の手を加えて保存して

きた歴史はあるのですが、公立学校の耐震補強は進

んでいません。耐震補強率は文部科学省の調べでは

全国で39位に位置しています。行政が取り組むこと

ではありますが、一般の人の興味がないこともこの

順位に影響していると思われます。奈良に住んでい

る人間としてこの問題にできる範囲で取り組む必要

を感じています。

2 MENSHIN NO.71 2011.2

巻 頭 言
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3新年のご挨拶

会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。

皆様方にはお健やかな新年をお迎えになられたことをお慶

び申し上げます。

昨年は気象庁が観測を始めて以来でもっとも暑い夏と

なり、岐阜県の多治見市が最高気温で有名になったり、熱

中症計が話題となったりしました。私も早速熱中症計を買

ってみましたが、連日熱中症の危険を知らせる警報がなっ

てクーラーの設定温度を下げたりしたものです。逆に今冬

は寒波被害のニュースで新聞等がにぎわっています。これ

がCO2の排出過多による地球環境問題に起因するせいかは

分かりませんが、どうも地球は気候変動の荒波に見舞われ

るようになってきているような気がします。我が国では

6月の惑星探査機「はやぶさ」の帰還、2名の方のノーベ

ル化学賞の受賞など明るいニュースもありましたが、変化

が期待された政権交代のかいもなく、政治的混迷は一向に

改善される様子はありませんし、リーマンショック以来続

く景気後退の改善の見通しも殆どたっていません。建築界

においてもなかなか厳しい状況から脱却できないままで

す。環境、省資源、超寿命などのキーワードに活路を見出

して建築産業界を活性化させようとする動きもあります

が、まだまだ時間がかかりそうです。

一方、わが国は大変な地震国であることを忘れてはいけ

ません。特に最近では海溝型の巨大地震の発生の危険性が

迫っていることを地震学者は警告しています。特に、発生

の危険度が迫っているといわれている、東南海・南海地震

が発生した場合には家屋倒壊などにより数万人の死者がで

るとの予測があります。地震防災対策、とりわけ構造物の

耐震安全性の向上は急務です。昨年末に国土交通省から建

築基準整備事業を活用した調査研究成果から得られた「超

高層建築物等における長周期地震動への対策試案」が公表

され、これに対するパブリックコメントが募集されました。

本協会も長周期構造物である免震構造の立場からこの事業

に協力してきましたが、これら予想される長周期地震動に

対する免震構造物の対策は充分検討する必要があると考え

ています。長周期地震動に対する挙動の解明、ダンパーの

多数回の繰り返しに対する性能の問題など当協会では技術

的問題解決に鋭意取り組んでいます。この他免震建物の耐

風設計、火災に対する免震部材の性能維持の問題も未解決

な面も残っていますので、引き続き検討中であります。

幸い会員諸氏のご尽力のおかげで免震構造の発展は比

較的順調です。共同住宅、病院、公共建築等への適用は着

新年のご挨拶

西川孝夫日本免震構造協会　会長

実に増えています。さらに当協会の行っている免震建物

に対する性能評価業務も現時点では非常に順調です。ま

た、以前より検討してきた法人化の問題ですが、特別委

員会で検討していただき、理事会の承認を得、昨年10月

の臨時総会で一般社団法人へと移行することが正式に承

認されました。それを受けて、内閣府に申請の準備中で

すが順調に行けば夏ごろまでには正式に認可される予定

です。今後会員の皆様方にも種々ご協力をお願いする場

面もあるかとは思いますが、その際にはぜひ宜しく御協

力の程お願い申し上げます。

日本免震構造協会も、建築界の不況にも関わらず、会

員数（2011年1月5日現在）、第一種正会員96社、第二種

正会員207名、賛助会員72社、特別会員6団体、免震普及

会会員99名と順調に推移しています。特に第二種正会員

は約50名の増となっています。さらに当協会で実施して

いる資格制度、免震部施工管理技術者試験への応募、点

検技術者試験への応募も順調で、免震部施工管理技術者

の有資格者は2,756名（約500名の増）、点検技術者の有資

格者は1,086名に達しています。ここ数年コンスタントに

受験者が集まり、当協会が目的とする健全な免震構造物

の普及に貢献して頂いています。

1995年の兵庫県南部地震はじめ、その後のいくつかの

大地震で免震構造が地震に対して非常に有効であること

は証明されていますので、我々としてはその点を強く強

調し、人に優しく地震に対して安全であることを強調し

ながら健全な免震構造の普及、発展に尽力して行く所存

であります。

さらに、免震構造の技術のみならず、適切な免震構造

の普及においても国際的な貢献ができればと考えている

ところです。一昨年の四川大地震以降中国においてはま

すます免震構造に対する関心は高いようです。また、米

国などでも同様に関心が高まってきているようです。当

協会としてもこれら諸外国の動きと連携して免震構造の

普及に貢献していきたいと思っています。

これらの活動は当協会に参加される会員の皆様の積極

的な御協力、御参画あって実のなるものですので、本年

も皆様の絶大なるご支援とご協力をお願いする次第です。

最後になりましたが、建築界とりわけ免震構造にかかわ

るすべての皆様にとって、今年がよい年となりますよう

祈念いたします。

02_新年挨拶.qxd  11.2.10 9:50 AM  ページ 3



4 MENSHIN NO.71 2011.2

1 はじめに
本計画は、石川県白山市徳丸町に在る「白山石川

広域消防本部」の老朽化に伴い、JR北陸本線「松

任駅」の南東約2.6kmに移転新築を行う計画である。

本建物は、石川県南部の「白山市全域および野々市

町」の消防・救急・防災活動の拠点として機能する

ことを目的とされている。

敷地内計画は3層構造からなる「庁舎棟」・2層

構造からなる「出動待機棟」および「防災倉庫

棟」・1層構造となる「車庫棟」により構成され、

別途消防訓練棟を2棟設けている。

2 建物計画概要
2.1 建物概要

建 築 主：白山石川広域事務組合

建 設 地：石川県白山市三浦町255番地1

設 計 者：【建築】株式会社浦建築研究所

【構造】株式会社浦建築研究所

株式会社伸構造事務所

監 理 者：株式会社浦建築研究所

施 工 者：兼六・白山・千代野特定建設工事共同企

業体

用　　途：消防本部庁舎

階　　数：地上 3階　塔屋 1階（屋上：無線鉄塔）

敷地面積：11,089.09㎡

建築面積：1,219.03 ㎡（全体：3,441.09㎡）

延床面積：3,860.12 ㎡（全体：7,371.38㎡）

建物高さ：18.914 m

軒　　高：18.264 m

構造種別：鉄筋コンクリート造

架構形式：ラーメン架構（XY方向共）

基礎形式：直接基礎（独立基礎）

免 震 建 築 紹 介

白山石川広域消防本部・松任消防署庁舎

写真1 全景（北面）

図1 配置図
写真2 見学・体験ブース

竹田 法男
浦建築研究所

鈴木昭司
伸構造事務所

威徳井健太郎
同
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5免震建築紹介

2.2 建築計画

白山・石川広域圏では、近年多数の大規模建築物、

中高層建築物などが建設され、災害の多様化および

大型化の危険度が増大する傾向にあり、国内におけ

る兵庫県南部地震等の教訓から、防災体制の強化や

地域住民による自主防災意識の向上に向けた防災知

識の普及啓発が求められる状況下での移転新築計画

である。広域圏の総合防災拠点として地震等の大規

模災害による建物の倒壊防止だけでは無く、大規模

災害発生直後から円滑な防災活動を展開するための

機能維持を目的として「庁舎棟」に免震構造を採用

し、隣接する耐震設計にて計画する「車庫棟」およ

び「出動待機棟」との間をEXP.Jにて接続している。

また、庁舎棟内には地域自主防災意識を高めるため

のスペースとして消火・通報・避難等の見学体験ス

ペースを設けており、これらの見学者と隊員の出動

時における接触事故を未然に防ぐことを目的とし

て、庁舎棟と出動待機棟・車庫棟を明確に分離した

分棟形式を採用している。

3 構造計画概要
本建物は、基礎免震建築物としてH12年建設省告

示第2009号第6を適用して安全性の検証を行うと共

に、H12年建設省告示第1446号および第2010号に

示された免震材料を用いて検証を行っている。

3.1 上部構造計画

庁舎棟の平面形状はX（桁行）方向56.60m（11.00m、

8.00m、5.50m、5.50m、4.50m、9.50m、7.10m）、Y（張

間）方向20.00m（8.00m、5.00m、7.00m）の整形な長方

形平面を成しており、一部エレベーターシャフト部

分が平面形状より突出した形となっている。また、

最上階の床面レベルより鉄骨造による無線鉄塔が存

在している。当該無線鉄塔については局部震度にて

耐震設計検証を行っている。階高は、1Fを4,750mm、

2F～3Fを4,500mmとしており軒高さ18.264mとなっ

ている。

構造種別は鉄筋コンクリート構造であり、架構形

式は、X（桁行）方向・Y（張間）方向共剛節架構フ

レーム内の二次壁に構造スリットを設けた純ラーメ

ン架構とし内部空間のフレキシビリティを高める計

画としている。また、本計画地は、担当行政庁の指

導により多雪地域として、最大積雪深を1,500mm、

単位積雪荷重を30.0N/㎡/cmを用いて、積雪を考慮

する場合および積雪を考慮しない場合について安全

性の検証を行っている。

3.2 下部構造計画および地盤概要

基礎は直接基礎にて計画を行い、GL－1.00m以

深から露呈する「玉石混じり砂礫層」を支持層とす

る独立基礎としている。

地盤種別については、敷地内地盤調査における動

的性状試験より得られた各土層のせん断波速度とせ

ん断剛性より表層地盤の1次卓越周期は、Tg=0.04

秒であり第1種地盤相当として扱っている。

また、基礎着床面が洪積層内となるために地盤液

状化に対する危険性は無いものとして検討を行って

いる。

図2 平面図（庁舎棟）

図3 立面図（南面）

表1 地盤モデル
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4 免震設計概要
4.1 免震層の構造計画

免震材料は、1階床版・梁部材の直下に配置した

基礎免震構造であり、支承材として鉛プラグ挿入型

積層ゴム支承（LRB:G0.40）のゴム径φ700～φ800

（鉛径φ120～φ170）を計22基、弾性すべり支承

（摩擦係数μ=0.02:G0.40）のゴム径φ600～φ700を

計 7基、合計29基の支承材をバランス良く配置して

いる。図4に免震材料のレイアウトを示す。

免震層の検討は、H12年告示第2009号第6に準拠

して検証し、地震によるエネルギーを支承材の履歴

減衰力にて吸収する材料選定とした。また、微少変

位から設計限界変位までの間における各免震材料の

等価剛性にて偏心率を0.03以内として計画し、建物

外周部に等価剛性の高い鉛プラグ挿入型積層ゴム支

承を配置することにより、免震層全体のねじれ剛性

の増大を図っている。

免震層の復元力特性は、上部構造に対する積雪荷

重考慮の有無に対応し、基準剛性時の環境温度を

15℃（積雪荷重非考慮時）、0.0℃（積雪荷重考慮時）

とし、性能変動に影響する環境温度をそれぞれ

0.0℃～35℃、－5.0℃～0.0℃と考え、それぞれの

積雪荷重状態にて基準剛性時・HardCase時および

SoftCase時を設定し検証を行った。なお、鉛プラグ

挿入型積層ゴム支承を修正バイリニアモデル・弾性

すべり支承材を完全弾塑性バイリニアモデルとし、

免震層全体をバイリニアにてモデル化している。

図4 免震部材配置図

図5 伏図（基準階）

図6 軸組図（桁行）

写真3 LRB設置状況

表2 性能指標と設計目標

*1：告示2009号第6に規定する構造計算の適用範囲

表3 免震部材表
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5 地盤増幅・告示計算
表1に示した地盤モデルによる本計画地における

地盤増幅率（Gs）を図7に、設計用加速度応答スペク

トルを図8に示す。地盤増幅計算時に用いる土層の

動的変形特性は、HDモデル（古山田・宮本パラメー

タ）を用いて算出している。

表4に設計限界固有周期を示す。免震層の等価粘

性減衰による加速度低減率（Fh）は、基準剛性時にて

0.490～ 0.521、性能変動を考慮した場合0.439～

0.540となっている。また図9に免震層全体の復元力

特性（積雪状況別）および図10に免震層各剛性状態

における積雪荷重別の応答状況を示す。

表5および図10に上部構造の応答せん断力係数

（Cri）を示す。免震層全体のせん断力分担率（μ）は、

基準剛性時にて、0.041（積雪非考慮）・0.045（積雪

考慮）である。
図7 表層地盤の加速度増幅率（Gs）

図8 設計用加速度応答スペクトル

図9 免震層全体の復元力特性

写真4 すべり支承設置状況

表4 固有周期一覧（設計限界変位時）

表5 応答層せん断力係数一覧

図10 層せん断力係数

免震建築紹介
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図11に積雪荷重考慮の有無を含めた免震層の各剛

性時における応答結果を示す。

免震層の応答変位については、基準変位（δ）にて

203.4mm～363.5mmであり、基準変位に1.10を乗じ

た応答変位（δγ）は、223.8mm～399.9mmである。

免震層外周ピット壁と上部構造の水平方向クリア

ランスは650mmとしており、応答変位の1.25倍以

上および応答変位に100mmを加算した数値以上で

あるために問題は生じない。鉛直方向のクリアラン

スについては、50mmとしている。

6 おわりに
多雪地域における免震建築物をH12告示第2009号

第6に準拠して設計するにあたり、上部構造に積雪

荷重を考慮した冬期の状態と積雪を考慮しない夏期

の状態を想定し、それぞれの環境温度下における上

部構造の質量と免震層の等価剛性にて応答スペクト

ル解析を行い、いずれの場合においても免震建築物

として有効に機能する事を確認した。

また、建物周辺の積雪状況を考慮して、免震建築

物としての機能を阻害しないように、庁舎棟外周部

には融雪装置（散水等による）を設けております。

本建物は順調に工事が進捗し、平成22年10月に

竣工し、現在では地域防災の一翼を担う拠点として

機能している。

本建物の設計・監理および施工にご協力頂いた工

事関係者の皆様に深く感謝の意を表します。

【参考文献】

1）（財）日本建築センター：免震建築物の技術基準解説及び計算例とその

解説

2）ぎょうせい：改正建築基準法の免震関係規定の技術的背景

図11 免震層の応答性状

図12 免震層のクリアランス
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1 はじめに
本計画建物は、東京都板橋区に建設される医学

部・薬学部・医療技術学部の教室・実習室から構成

された、教育・実習を行う大学の施設である。幅広

い知識を身につけた人間性豊かな医療を支える人材

育成と、高度な医療技術を担う高い公共性と重要性

を有した建物であるため、震災時においても、人命

の保護と建物の機能を維持できるよう免震構造を採

用し、防災性能の高い建物としている。

平面形状は、長辺166.4m、短辺55.8mの長方形で、

短辺方向は6階よりセットバックしている。外装は、

プレキャストコンクリート壁および押出成型セメン

ト板等により構成されている。

2 建物概要
建物名称：（仮称）帝京大学板橋キャンパス大学棟

建 設 地：東京都板橋区加賀二丁目308番6号

建 築 主：学校法人帝京大学

意匠・設備設計：株式会社山下設計

株式会社石本建築事務所

構造設計：株式会社山下設計

清水建設株式会社一級建築士事務所

建築施工：清水建設株式会社

主要用途：大学

敷地面積：50,868.08m2

建築面積：10,080.82m2

延床面積：82,180.35m2

建物高さ：44.3m

基準階高：4.2m

階　　数：地下2階・地上10階・塔屋1階

構造種別：RC造（一部鉄骨梁）

基礎形式：直接基礎

工　　期：2010年4月～2011年11月

免 震 建 築 紹 介

帝京大学板橋キャンパス大学棟

55.8m55.8m55.8m

166.4m

図2 基準階平面図

図3 断面図

病院棟

大学棟

図1 建物パース

城戸隆宏
同

鈴木 光雄
山下設計

西谷 隆之
清水建設

竹田 拓司
同
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3 構造計画概要
本建物は、地下2階、地上10階、塔屋1階の学校

施設である。地下2階と基礎との間に免震装置を配

置した基礎免震構造とし、建物全体に亘り免震効果

を発揮出来る様に計画している。

3.1 架構計画

上部構造は、柱がRC、梁がRCとシミズHy－

ECOS構法（鉄骨梁の端部を鉄筋コンクリートで根

巻いた混合構造：BCJ評定-ST0119-01）の混合構造

としている。架構形式は、両方向ともラーメン架構

で、Y方向のロングスパンにHy－ECOS構法を採用

している。

3.2 地下・基礎構造

地下構造（免震ピット部）は、外周部がマットスラ

ブ、中央部がつなぎ梁とし、基礎はGL-15.2m以深

に出現する東京層（粘性土層）を支持地盤とするべ

た基礎形式による直接基礎としている。

擁壁については、SCCW工法（第TBTC評定04001

号）により、山留め壁の芯材H型鋼を本体利用し、ス

タッドジベルを介したRC壁との合成壁としている。

図6 シミズHy-ECOS構法

図7 柱状図

Hy－ECOS構法

免震層

RC梁

図5 軸組図

Hy－ECOS構法

図4 基準階伏図
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3.3 免震計画

免震部材は、1000φ～1100φの錫プラグ入り積

層ゴム支承43台、850φ～1100φの天然ゴム系積層

ゴム支承117台、オイルダンパー12台で構成されて

いる。

免震層での偏心率は、長大建物のため微少振幅時

から大振幅時まで0.5％以内におさめ、目安とされ

る3％を大きく下回ることで、ねじれ変形等による

最外縁の変形増幅を押さえるよう配置した。

11免震建築紹介

図9 免震層状況

図8 免震層伏図 ●　錫プラグ入り積層ゴム
○　天然ゴム
オイルダンパー

3.4 錫プラグ入り積層ゴム支承

錫プラグ入り積層ゴムは、鉛プラグ入り積層ゴ

ムと同様の構造をもつダンパー一体型の免震支承

で、減衰材に錫を使用したものである。錫の使用は、

人体および環境への影響から進められている工業製

品の非鉛化の流れに対応している。

錫プラグ入り積層ゴム支承の特徴としては、鉛

プラグ入りに比べ同一サイズで約1.4倍のエネルギー

吸収能力を持っているので、部材数または径を小さ

くすることができる。しかし、大臣認定を取得した

部材は、ゴム外径に対してプラグ径が1種類のみで

あり、免震部材の配置などに工夫を行った。

加力試験の結果では蝶型の復元力特性を示すが、

開発段階で、蝶型の特性モデルとバイリニア特性モ

デルで応答解析の比較を行い、応答値に差がないこ

とが確認されている。このため、本設計では、吸収

エネルギーが等価となるようなバイリニア特性モデ

ルで応答解析を行った。

図10 錫プラグ入り積層ゴム支承概要

図11 履歴ループの比較
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4 地震応答解析概要
4.1 耐震性能目標

耐震性能目標を表2に示す。入力地震動は告示ス

ペクトル適合波3波と観測波3波とした。また、レ

ベル2のサイト波として、1923年の関東地震を3次

元有限差分法と統計的グリーン関数法を用いたハイ

ブリッド法により作成した模擬波を採用した。

4.2 解析モデル

振動解析モデルは、免震装置下部をピン支持とし

た立体非線形モデルとした。免震上部構造の減衰定

数は1次固有振動数に対し、2％の剛性比例型とした。

免震部材の復元力特性として、錫プラグ入り積層ゴ

ム支承はノーマルBi-linear、天然ゴム系積層ゴム支

承は弾性とした。

4.3 応答解析結果

図12にレベル2の性能変動考慮時における応答解

析結果を示す。免震層最大応答変形は346mm、上

部構造の最大応答層間変形角は1/254となっており、

いずれもクライテリアを満足している。

5 おわりに
本建物は設計段階からお客様をはじめ、設計者・

施工者が一体となって取り組んだプロジェクトで

す。2011年11月の竣工に向けて、工事は順調に進

んでいます。この場をお借りして、関係者の方々に

厚く感謝いたします。

12 MENSHIN NO.71 2011.2

表1 錫プラグ入り積層ゴム支承の仕様と性能

図12 地震応答解析結果（レベル2・Y 方向）

表2 耐震性能目標

表3 固有周期
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1 はじめに
本建物は大阪の四ツ橋筋に面する金融機関の本部

ビルである。

設計にあたり、建築主からの要望および課題とし

て以下の項目があった。

①大地震後も金融機関本部ビルとして機能を維持

すること。

②大通り側となる東側に開放感のある眺望を確保

し、3方向から採光の得られる快適な執務空間と

すること。

③環境に配慮した建築

これらの課題に対して、以下のような工夫を行っ

て対処した。

・免震構造の採用により、大地震時の防災拠点とし

ての耐震性を確保した。

・上部架構の耐震要素を偏心配置させ、前面道路側

の架構をロングスパン架構として開放感のある眺

望を確保した。

・上部架構が弾性設計とできることを利用して南北

面の架構をテンションロッドにより構成されるフ

レーム（ラチスウォール）とし、3方向から自然採光

が得られる快適な執務空間を実現した。

南北の壁面はラチスウォール（構造計画）とダブル

スキン（環境計画）を融合したファサードシステムで

あり、環境配慮型オフィスビルとしての機能を外観

に現している。

2 建物概要
敷地の東側が四ツ橋筋に面しており、建物は地上

が鉄骨造で地上13階、地下1階である。地下1階柱頭

部と1階床梁下との間に免震装置を設置した中間層

免震構造としている。基準階平面は36m×27mの矩

形平面で西側にコア、東側に執務室を配置した計画

となっている。

建 築 場 所：大阪市西区江戸堀1-12-1

建　築　主：近畿労働金庫

設計監理者：株式会社日建設計

施　工　者：株式会社銭高組

主 要 用 途：事務所

規　　　模：地上13階、地下1階、塔屋1階

高　　　さ： 58.75m

建 築 面 積： 1,213.98m2

延 床 面 積：13,515.67m2

免 震 建 築 紹 介

ろうきん肥後橋ビル

嘉村 武浩
日建設計

加登 美喜子
同

岡田 健
同

写真１　北面ファサード見上げ（撮影：東出清彦）
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3 構造計画概要
主体構造柱は主に円形鋼管、角形鋼管、溶接4面

ボックスを用いたCFT造とし、南北面のファサード

となる①、⑥通り架構は900ピッチにH形鋼柱を配

置しブレース材として70Φのタイロッドを用いた。

免震層より下部はRC造として計画した。

架構形式は、上部架構はX方向がブレース（H形鋼）

または耐震間柱を有するラーメン構造、Y方向がブ

レース（テンションロッド）を有するラーメン構造とし、

地下1階は両方向とも耐震壁付ラーメン構造とした。

前面道路側の眺望を確保するため、A通り架構をロ

ングスパン架構とし、耐震要素を西側（D通り側）に

偏心配置させた。

基礎形式は、洪積砂礫層を支持層とする場所打ち

コンクリート杭（アースドリル拡底工法、杭先端

GL-34m）とした。

表1に示す耐震性能目標を設定し、時刻歴応答解

析により安全性の検証を行っている。地震波は告示

波3波と既往の観測地震動3波（EL CENTRO NS、

TAFT EW、HACHINOHE NS）および大阪市域の上

町断層系の活動を考慮した大阪市L1波、大阪市L2

波の8波とした。建物の固有周期を表2に示す。

図2 ダブルスキンを利用した自然換気（概念図）

図1 南北面ファサード構成図

表1 耐震設計目標

表2 固有周期一覧表（秒）

写真2 建物全景（撮影：東出清彦）

写真3 前面道路側のロングスパン架構（撮影：野口兼史）
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4 免震装置の設計
免震部材として、鉛プラグ入り積層ゴム支承

（1,000～1,400Φ合計10台）、天然積層ゴム支承（850

Φ2台）、鉛ダンパー（4台）を採用した。免震層のク

リアランスは55cmとした。

5 設計上の課題とその解決策
以下の3点が構造計画を行う上での重要な課題で

あった。

・テンションロッドの座屈に対する配慮

・美観・コストに対する配慮

・地震時の転倒対策

（1）テンションロッドの座屈に対する配慮

耐震ブレースにテンションロッドを用いる計画と

したため、地震時および温度伸縮に対してテンショ

ンロッドに圧縮力が作用して座屈することがないよ

うにする配慮が必要となった。これに対してテンシ

ョンロッド端部のディテールを工夫することおよび

若干のプレテンションを導入することで対処した。

具体的にはテンションロッドの端部のピン直径が

70mmであるのに対してガセットプレートの穴あけ

を73mmとした上で、テンションロッド1本あたり

10kNのプレテンションを導入した。これにより地

震時に圧縮歪をうけても両端あわせて6mmのクリア

ランスがあることで圧縮力が作用しないものとなっ

ている。プレテンション導入力は夏場の直射日光が

あたることによる熱伸びや鉄骨建方の手順による導

入されるプレテンションのばらつき等を考慮して決

定した。

15免震建築紹介

図4 6通り軸組図

図5 C通り軸組図

図3 基準階伏図

図6 免震層伏図
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（2）美観・コストに対する配慮

南北面のテンションロッドにより構成される耐震

フレームは外観上見えるため美観上耐火被覆あるい

はコスト上耐火塗料を不要とする必要があった。こ

れに対して長期荷重が南北面の耐震フレームに作用

しないようにハットトラスを配置した架構計画とし

て南北面の架構を無耐火被覆とし、テンション材が

表現される繊細なファサードを実現するとともにコ

スト削減を図った。

またコストに対する配慮から吹き抜けに面する1，

2階のテンションロッドはロッドの交差部に鋳鋼を

用いて端部仕口をフォークエンドタイプとし、部屋

内からは見えない3階以上については端部をより安

価なピン定着タイプとして使い分けを行った。

（3）地震時の転倒対策

耐震要素を特定フレームに集中配置する構造計画

としたため免震部材の引き抜きに対する配慮が必要

となった。これに対して、ハットトラスを設けるこ

とにより長期荷重の伝達に工夫を行い、また鉄骨建

方計画手順の工夫により躯体自重の配分をコントロ

ールすることで免震部材に過度な引張力が発生しな

い計画とし、建物の転倒に対する安全性を確保した。

6 おわりに
免震構造を採用することで、南北面の架構を細い

柱材とテンションロッドから構成されるラチスウォ

ール架構とし、この架構をダブルスキンとして自然

換気を行い3方向から採光が得られる快適な執務空

間を実現した。環境配慮型の免震建物として一つの

解決策を示せたと考えている。

本建物は第11回日本免震構造協会賞（作品賞）を

受賞した。

本紙面をお借りしてこの設計コンセプトをご理解

頂き、本計画を実現できましたことを建築主に深く

感謝致します。また工事関係者の皆様に厚く御礼を

申し上げます。

16 MENSHIN NO.71 2011.2

図7 基準階鉄骨詳細

写真4 テンションロッド交差部鋳鋼

図8 3通り軸組図 図9 6通り軸組図

P1階コンクリート打設後に接続
8階以上の中央部床荷重を外周
架構へ伝達

吊り材として外周架構の床を
支持
床荷重を建物外端へ伝達。
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1 はじめに
大正13年（1924）年に竣工した、鉄筋コンクリート

造の旧石川県庁舎本館の保存再生計画である。敷地

周辺は、金沢城、兼六園など各時代の資産が集積し

ている。これらと同様に、貴重な歴史的価値のある

建物の保全と良好な景観の維持を図るため、歴史的

外観や空間性を残しながら、時代にあった利活用を

図り、新たな文化・交流を育む場として保存再生し

た。建物北側には、金沢城石垣への眺望を確保する

ためのガラス張りロビーなどを増築した。

増築部面積は、既存部基準時（解体部分を含む）面

積の1/2以下とした。保存部は、増築部とEXP.Jで分

離し、耐震改修促進法の耐震改修指針に基づき安全

性を確認した。保存部の外観や構造体を活かすため、

基礎免震構造への改修が適当と判断し、時刻歴応答

解析を行い、日本建築防災協会の評定を受け、耐震

改修促進法の規定により大臣認定を取得した。

2 建築概要
建築名称　：しいのき迎賓館（旧石川県庁舎本館）

所在地　　：石川県金沢市広坂2丁目地内

主要用途　：ギャラリー、会議室、飲食店

建築主　　：石川県

竣工年　　：大正13年（1924年）

構造規模　：鉄筋コンリート造、地上4階

延べ面積3,172.12㎡（保存部）

既存設計者：大蔵省大臣官房臨時建築部　矢橋賢吉

既存施工者：大日本土木

改修設計者：株式会社山下設計

改修施工者：大成・兼六特定建設工事共同企業体

3 改修計画の課題と構造調査
構造図が現存しないことやコンクリート強度が低

いこと（Fc12）、当時は長期荷重のみで設計していた

と思われることなどから、大正時代後期にどのよう

にRC造が作られていたかや、低強度RC造はどう壊

れるのかをできるだけ把握することとした。

以下は、構造調査の概要である。

免 震 建 築 紹 介

しいのき迎賓館（旧石川県庁舎本館）の改修計画

写真1 ガラスが増築部、タイルが保存部

図1 平面図（保存部：大正時代、増築部：平成）

塩手 博道
山下設計

北島 英樹
同

関 美和
同
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3.1 構造図復元調査

配筋調査の結果、使用されている鉄筋の種類は、主

に梁下端に使用されている「カーンバー」、柱主筋・

梁上端に使用されている「コールゲーテッドバー」の

2種類が確認された。建物は両者を組み合わせたアメ

リカ式異形鉄筋システム「カーンシステム」が採用

されていると考えられる。

梁スターラップは全く無く、カーンバーのウイン

グがせん断補強筋の役割を担っていたと考えられ

る。梁端部に配筋した上端筋がベンドして下端筋に

なっているため、梁の中央部は上端筋が無い。大梁

下端筋の定着長さが柱中央程度までであることか

ら、下端筋の引張を想定せず、地震力に対して設計

するという発想がなかったことが確認できる。

3.2 門型フレーム載荷試験

解体される既存部分にて、3層の門型フレームの2

階床梁に正負交番の繰り返し載荷試験を実施した。

層間変形角1/50まで載荷したが、せん断破壊、付着

割裂破壊等の脆性的なモードは発生しなかった。

柱中央までしか定着していない大梁下端筋は、

1/500を超えると付着が切れ、梁端部の離間が生じ

たが安定して回転した。

3.3 コンクリート強度およびヤング係数

載荷試験体近傍の柱からコンクリートコア3体を

採取し一軸圧縮強度試験を行った。本建物は工区に

よりばらつきが大きく、今回フレーム載荷試験を行

った部位はFc7～11程度であった。またヤング係数

の値はRC規準1991年式の1/2程度であった。

図3 復元した配筋詳細図

図2 鉄筋の形状

図5 梁下筋応力度（縦軸）とフレーム水平変位（横軸）の関係

図6 コンクリート強度とヤング係数

写真2 載荷試験体 図4 荷重-変形曲線

表1 構造調査の概要
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3.4 異形鉄筋の付着強度試験

柱より高さ500㎜のテストピース3体を取り出し、

鉄筋2本ずつの引張試験を行った。すべて、RC規準

（1999年版）終局付着割裂強度式を上回った。

3.5 実験と復元力特性モデルの比較

実験と一致する解析モデルの剛性と耐力の設定方

法を検討した結果、1）ヤング係数および曲げひび割

れ応力度をいずれもRC規準1991年版式の50％とす

る、2）大梁下端の付着強度にカーンバーのウイング

も考慮する、としたケースが比較的結果が良く一致

した。これらを踏まえ、耐震改修計画を行った。

4 耐震改修設計概要
既存建物の1階床梁と基礎の中間に新たに免震層

を構築し、建物を免震構造化する。免震部材として

は、支承材として天然ゴム系積層ゴムアイソレータ

18基（径φ500）、鋼材ダンパー一体型積層ゴムアイ

ソレータ12基（径φ500）と直動転がり支承56基を用

いる。減衰材として、上記以外に粘性ダンパー（X

方向・Y方向にそれぞれ4基）8基を用いた。

免震層の下部構造には、地中梁およびマットスラ

ブを新設し、既存基礎と一体化した。また、1階梁

等の補強を行うことにより、基礎部の耐震性向上を

図った。免震層の四周には、上部構造と30cm以上

のクリアランスを確保して擁壁を設けた。（図9）

上部構造7.28m大スパン大梁については、長期許

容応力度以内を満足していない。2～3階床の旧執務

室は、既存梁に生じる応力を軽減する目的で大梁側

面に鉄骨梁を増設した。

旧知事室や中央階段等で、創建時の意匠を良くと

どめている内装を保存・復元する部分は、既存の梁

の幅を広げない補強方法として上階の梁上端に主筋

を増設しコンクリートを増し打つとともに梁全周を

炭素繊維シートで巻き、せん断補強を行った。

図8 免震装置配置図

図9 免震層補強図

写真4 鉄骨梁増設 図10 補強断面図

写真5 炭素繊維巻き補強 図11 補強断面図

写真3 引張試験体 図7 付着強度-すべり関係
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屋上大梁については、柱位置に支柱を設けた鉄骨

架台に鋼製デッキによる屋根葺きを行い、既存の床

梁に直接1.5mの積雪荷重が作用しないようにした。

建物が保有する剛性と地震抵抗力を増大させる目

的で、コンクリート耐震壁を増設した。

大梁中央上端が無筋となる部分は、地震時に生じ

る引張縁応力に抵抗させる目的で、炭素繊維強化プ

ラスチックを貼る。炭素繊維強化プラスチックは、

端部上端筋のあるコンクリート範囲へ定着させた。

建物外周の袖壁付き外壁フレームにおける柱およ

び大梁については、レベル2時に生じる応力に対し

て終局曲げ強度が下回っている。曲げ強度を増大さ

せる目的で、袖壁端部および腰壁上端・大梁下端に

鋼板を増設した。

5 時刻歴応答解析
時刻歴応答解析による検討には2段階の地震動レ

ベルを設定した。レベル1およびレベル2の入力地震

動としては、告示波3波、観測波（標準波）3波を用

いた。また、レベル2の地震動として、地震調査研

究推進本部・地震調査委員会「森本・富樫断層帯の

地震を想定した強振動評価」に基づき、金沢市を経

て南北に長さ26kmの断層帯（森本・富樫断層帯）を

発生源とする地震動（以下、森本・富樫断層波）を

作成しレベル2のサイト波として用いた。

図14 袖壁付き外壁フレーム鋼板補強

図15 擬似速度応答スペクトル

表2 検討用地震動一覧

表3 耐震性能目標

図12 屋上鉄骨架台による補強

図13 炭素繊維強化プラスチック補強
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21免震建築紹介

検討用地震動に対する応答値に対して、耐震性能

目標として、表3に示す判定基準値を設定した。大

梁下端筋の定着長さが短い部位は、実大実験の際す

べりを生じたが、脆性的な挙動を示さなかったため、

終局付着強度に達することを許容することとした。

上部構造の復元力特性は、Tri-Linear型のモデルと

し、履歴特性は武田モデルとした。また、内部粘性

減衰は瞬間剛性比例型とし、減衰定数は3％とした。

検討用地震動に対する耐震改修後の最大応答値は

全て判定基準値以下であり、設定した耐震改修の目

標性能を満足していることを確認した。免震装置の

ばらつきを考慮した結果、レベル2の最大せん断力

係数は0.146（1階）～、0.203（3階）、最大層間変形角

は1/1069（3階）、最大応答加速度181cm/sec2となった。

免震層の最大応答変位は、森本・富樫断層波25.3cm、

その他の地震動で17.0cmであった。

上部構造のエキスパンションジョイントのクリア

ランスについて、森本・冨樫断層波による時刻歴応

答解析により、算出された最大相対変位は32.9cmで

あり、クリアランス40cmに対して十分余裕があるこ

とを確認した。

6 おわりに
本計画の構造調査及び改修設計は、金沢工業大学

畠秀雄教授に監修いただきました。ここに、謝

意を表します。

（関連する文献）塩手ほか：大正時代後期に建てられた歴史的建造物の解

体調査および実大フレーム載荷実験　その1～3，日本建築学会大会学術

講演梗概集（東北），pp.661～666，2009.8

図17 免震建物と増築部耐震建物の時刻歴変位図16 地震応答解析モデル
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上部構造を構造計算すると、レベル1の地震動に

は十分な耐力がありますが、レベル2では耐力が不

足するため、免震構造が採用されました。

1 はじめに
和同3年（710年）に元明天皇が藤原京から平城京

へ遷都されて1300年が経過し、「平城遷都1300年祭」

が奈良で催されました。

大極殿（平城宮跡第一次大極殿正殿）は、世界遺産

にも登録されている平城宮跡の中にあり、平成13年

から文化庁の予算で文部科学省の発注により復原さ

れた建物（遺跡博物館）で、奈良時代には天皇の即位

式や元日の朝賀のような国家的儀式に使われました。

復原にあたっては、免震構造が採用されていると

聞き、建物を訪問・取材をさせて頂きました。

2 建物概要
写真1に建物外観写真を示し、図1に軸組図を、

図2に断面図を示します。

基壇と呼ばれるRC造の基礎の上に、木造伝統形

式の上部構造が構築されています。建物規模は、東

西長辺方向（X方向）が44.0m、南北短辺方向が（Y方

向）19.5m、最高高さは27.0mです。1階建ですが2

層構造になっており、上部構造の主な耐震要素は、

直径が709mm及び長さ5,022mmの初重柱の傾斜復

元力と、厚さ236mmの土壁・貫となっています。

写真2に基壇部の施工状況を、写真3に初重柱の

施工状況を示します。

初重柱には、ずれ止めのピン（ステンレス太 ）

はありますが、RC造の基礎の上に載っているだけの

構造になっています。高さ3.5mの基壇部分は免震ピ

ットとして計画し、遺構保護のため、遺構の上に盛

土を行い、その表層を地盤改良して、杭や地中梁は

設けず、厚さ600mmのマットスラブが免震装置下

に施工されています。

表1に検討用地震動を示し、表2にレベル2地震

動に対する応答解析結果を示します。

千馬 一哉
久米設計

竹内 貞光
ブリヂストン

小山 実
大成建設

平城宮跡第一次大極殿正殿
免 震 建 築 訪 問 記 ― 75

写真1 外観写真

図1 軸組図（短辺方向）

図2 断面図（長辺方向）1）
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免 震 建 築 訪 問 記 ― 75

図3に免震装置の配置を示し、図4～図6にそれ

ぞれの免震装置の詳細を示します。

免震装置としては、建物支持と水平変形用にリニ

アスライダーを柱の下に44基、位置復元用に天然

ゴム系積層ゴム（φ700）を6基、エネルギー吸収用

に壁型粘性体ダンパー4基をバランスよく配置して

おり、レベル2地震動時の1次固有周期は長辺方向

（X方向）が4.37秒、短辺方向（Y方向）が4.36秒にな

っています。

レベル2地震動に対する耐震性能の目標値は、免

震装置：せん断ひずみ250％以下・層間変形50㎝以

下、上部構造木材応力度：短期許容応力度以下、土

壁：層間変形角1/100以下・応力度0.071N/mm2以下

と設定されており、応答解析結果における上部構造

の部材応力度は短期許容応力度以下、最大応答層間

変形角は1/167、免震層の水平変形は約28.4㎝と目

標値を満足しています。

写真2 基壇部（免震層）の施工状況1）

写真3 初重柱の施工状況

表1 検討用地震動

図3 免震装置の配置

表2 レベル2地震動に対する応答解析結果
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免 震 建 築 訪 問 記 ― 75

3 見学記
説明を伺った後、建物の見学を行いました。

大極殿の内部は、天井が身舎（もや：内側の柱に囲

まれた建物の中央部）の全体にわたって支輪（しり

ん：斜めに立ち上がる天井の手法）で高く折りあげら

れています（写真4に建物内部の一部を示します）。

小壁の彩色は、東西南北の中央に描かれた四神

（北の玄武、南の朱雀、東の青龍、西の白虎）とその

間の十二支が描かれています（写真5）。

建物内部中央には、高御座（たかみくら）が置かれ

中に天皇が着座する座具が入っています（写真6）。

初重柱は、樹齢250年～300年の奈良吉野産を中

心とした国内産ヒノキで、柱脚部（写真7）は礎石の

上に載せられている形状をしています。

基壇部の高さは、取りつく階段の傾斜と階段の出

をもとに、11尺5寸（3.4m）となっていますが、これ

は通常考えられる一重の基壇より格段に高いため、法

隆寺にならい二重基壇となっており、兵庫県産の凝

灰岩で仕上げています。その二重基壇の羽目石の部

分に免震層への出入り口が設けられています（写真8）。

基壇部内部に設けられた免震層は、高さが充分あ

り、一般的な免震建物の免震層に比べ、かなり広々

した感じを受けました（写真9）。

写真10～12に免震層内部に設置されたリニアスラ

イダー、天然ゴム系積層ゴム（φ700）、壁型粘性体ダ

ンパーの状況を示します。その他、免震層にはリニ

アスライダー、天然ゴム系積層ゴムと粘性体（材料

のみ）の別置試験体が置かれていました（写真13）。

また、建物見学通路の途中には、この建物が免震

建物であることを示す掲示板がありました（写真14）。

図4 リニアスライダー詳細図

図5 天然ゴム系積層ゴム詳細図

図6 壁型粘性体ダンパー詳細図
写真4 建物内部の様子　彩色壁画：国（文化庁）保管

04_免震建築訪問記75.qxd  11.2.22 3:32 PM  ページ 24



免震建築訪問記－ 75 25

免 震 建 築 訪 問 記 ― 75

写真5 小壁彩色（青龍）
彩色壁画：国（文化庁）保管

写真8 免震層への出入り口

写真9 免震層内部

写真10 リニアスライダーの設置状況

写真6 高御座
彩色壁画：国（文化庁）保管

写真7 初重柱の柱脚部
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4 訪問談義
建物の見学前に御説明を頂きましたが、その時に

行った質疑内容の一部を紹介します。

Q：一番苦労されたことは何ですか？

A：木材を集めることです。ここで使用されている

材料は、すべて国産のものです。長尺大径木の

ヒノキは、年間400m3程度しか集まらず、それ

をおおよそ2,000m3使用しています。

Q：免震装置にリニアスライダーを主に使っている

のはなぜですか？また、風で揺れるようなこと

はありませんか？

A：上部構造が木造で軽く、伝統構法である土壁を

主な耐震要素として成立させるために、免震効

果を最大限に発揮できる高性能リニアスライダー

を用いました。昨年の台風で2㎝程度動いたよ

うですが、人の居住空間ではないので問題はあ

りませんでした。

Q：初重柱の柱脚にはアンカーボルトがありません

が、建て方はどのように行ったのですか？

A：柱が太いため、基本的には自立することができ

ます。3本の柱を建てたのち、頭貫という梁材

で横方向に繋いでいきました。

Q：土壁などの許容耐力はどのようにして決めたの

ですか？

A：実大実験を行って、許容耐力を決めています。

Q：地震計などは設置していますか？

A：建物に地震計はつけていません。地盤部分には

防災研の地震計が設置されています。

Q：建物の空調は、どうしていますか？

A：空調は特に行っていません。

26 MENSHIN NO.71 2011.2

免 震 建 築 訪 問 記 ― 75

写真11 天然ゴム系積層ゴムの設置状況

写真12 壁型粘性体ダンパー

写真13 天然ゴム系積層ゴムの別置試験体

写真14 免震建物を示す掲示板

04_免震建築訪問記75.qxd  11.2.22 3:32 PM  ページ 26



免震建築訪問記－ 75

5 おわりに
大極殿は、現存する古代建築・遣構・絵画・文献

等の資料を調査し復原していますが、これは伝統技

術を守り続けてきた人たちの成果です。

一方、建物を地震から守る免震技術は、近年開発

された技術です。大極殿は伝統技術と最新技術が融

合して実現した建物と感じました。

最後になりましたが、今回の見学に大変お世話に

なりました文化財建造物保存技術協会の加藤 修治

様、奈良文化財研究所の今西康益様、宮本隆行様、

竹中工務店の西川 公三 様、瀧川寺社建築の國樹 彰

様に厚く御礼申し上げます。

【参考文献】

1）パンフレット「平城宮第一次大極殿」奈良文化財研究所

27

免 震 建 築 訪 問 記 ― 75

写真15 説明を受ける様子 写真16 集合写真（その1）

写真17 集合写真（その2）
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シリーズ「制振部材紹介」ー 9
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シリーズ「制振部材紹介」ー 10
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耐風設計部会は2007年9月に発足し、「免震建築物

の耐風設計指針の作成」を主たる目的として活動を

進めてきた。2009年にMENSHIN（2009年11月号）に

おいて、本部会の活動報告の一環として指針の骨格

を示し、その後も指針作成を鋭意進め、ようやく指

針本文がほぼ整った。むろん、設計に必要となる全

てが解明されていたり、情報が整ったりしているわ

けではないが、指針案の整備を通して、設計として

許容できること、あるいは現在は見過ごされてしま

っているが安全性に影響しそうな事象などが明らか

となり、また重要ではあるが情報として十分に整備

されていないことなどが整理されてきた。指針の完

成にはまだ時間を要するが、免震建築物の耐風設計

に早い段階で適用されることが望ましい事項も含ま

れているので、指針の本文と本文を理解するために

必要と思われる解説をここに「免震建築物の耐風設

計指針（案）」として紹介する。

1 免震建築物の耐風設計指針（案）
本指針案の目次は下記となっている。

1章　一般

1.1 適用範囲

1.2 指針策定の基本方針

1.3 免震建築物の耐風設計上の留意事項

2章　風荷重の設定

3章　免震層の設計

3.1 評価項目

3.2 耐風安全性の検証

4章　免震部材の設計

4.1 評価項目

4.2 耐風安全性の検証

免震建築物の耐風設計指針（案）

技術委員会・耐風設計部会
委員長 大熊武司 神奈川大学
幹　事 竹中康雄 鹿島建設 吉江慶祐 日建設計
委　員 北村春幸 東京理科大学 田村和夫 清水建設

松井正宏 東京工芸大学 安井八紀 泉創建エンジニアリング

委員会報告

付録

付1 免震部材の性能試験法

付2 免震部材の風応答特性

付3 暴風の継続時間

付4 免震層の簡易風応答評価方法

付5 風応答評価例

以下、本指針案の本文と解説の一部を紹介する。

□囲みの中が本文で、解説はその下に示している。

1章　一般
1.1 適用範囲

（1）本指針は免震建築物（中間層免震構造、戸建

て免震構造を除く）の免震層の耐風設計に適

用する。

（2）本指針は、対象とする免震建築物の免震部材

の速度依存性、振幅依存性及び風力の平均成

分のような静的な外力によりクリープを生じ

る部材（以下、クリープ性部材とする）の影響

による、地震時の応答特性とは異なる免震建

築物特有の風応答性状を実用的に評価する方

法を提示する。

（1）本指針は、地上階に免震層を有する中間層免震

構造や戸建て免震構造を除く免震建築物を対象と

し、その中でも主として免震層にかかわる部分の耐

風設計の考え方を示すことを目的としている。

中間層免震構造・戸建て免震構造については、強風

時の応答性状の検討が十分ではないため、本指針の

適用範囲外としているが、本指針の考え方を踏襲し、

それぞれの耐風設計に活用されることを妨げるもの

ではない。
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1.2 指針策定の基本方針

（1）極めて稀な暴風時の安全性の確保を目的とする。

（2）風荷重に対する最大応答量だけでなく、長時間

の繰り返しに対する設計・検証方法を提示する。

（3）風荷重は建築基準法告示に準拠して設定する

ことを原則とする。

（4）免震層の挙動に注目し、はじめに免震層全体

の挙動を予測し、次に予測された免震層の応

答挙動に対して各免震部材の安全性の検証を

行うことを基本とする。

（5）風荷重に対する免震層の応答レベル（静的な

力の釣り合いによる）を3段階に分け、それぞ

れのレベルについて検証すべき事項を示す。

（1）本指針は、極めて稀に発生する暴風時の安全性

に対する設計の指針を提示することを目的とした。

風荷重は、継続時間が長くかつ頻度が高く発生する

繰り返し荷重であることを考慮し、本指針では1回

の極めて稀に発生する暴風時の損傷の蓄積に対する

安全性検証のための強風の継続時間などの情報も提

供するように配慮した。一方で、稀に発生する暴風

時の安全性の検証や供用期間中の損傷や損傷の蓄積

に対する設計も重要である。これについては、例え

ば供用期間に対する損傷の評価には、風荷重だけで

なく地震を含めたすべての外乱を考慮する必要があ

ると考えられるため、今後の課題とする。

（3）風荷重の設定は建築基準法告示によることを原

則としているが、免震建築物で耐風設計が問題にな

ると思われる高層免震建物では、風方向荷重のほか

に風直交方向、ねじり風荷重の影響や渦励振・空力

不安定振動に対する考慮も必要となる。これらの建

築基準法告示が言及していない事項については、日

本建築学会・建築物荷重指針1）（以下「荷重指針」

とする）に準拠する。

（5）免震層が風荷重に対して弾性挙動する場合は、

風荷重の評価を含めて従来の耐風設計により免震層

の耐風安全性は十分に確認できる。これに対して、

免震層が風荷重に対して弾性限界を超えると、塑性

化により風荷重や応答特性の変化が生じるため、風

応答の時刻歴応答解析による評価や、免震部材の長

時間繰り返しに対する健全性・安全性の評価が必要

になる。しかし、現在までに免震部材の風応答や長

時間繰り返しによる被害の経験はなく、研究例も多

くない領域であり、こういった領域での耐風設計は

慎重に行う必要がある。一方、最大荷重時にわずか

に弾性限を超えた程度では、免震層の応答はマクロ

には弾性挙動と大きな差異がないことも報告されて

おり、塑性化の度合いが少ない範囲では従来の等価

静的風荷重による静的な力のつりあいで免震層の応

答を評価できることもわかってきている。さらに、

免震部材の長時間の繰り返し変形時の特性や疲労特

性ならびにクリープ特性などのデータも実用化レベ

ルに充実されつつある。そこで免震層の弾性限界に

対する応答レベルを表1.1に示すように完全弾性、

一部弾性限界を超えるがマクロには弾性挙動の範

囲、マクロに見ても弾性挙動の限界を超える場合の

3段階（ランクA～Cとする）に分け、それぞれの段

階ごとの設計方法を提示することとした。

1.3 免震建築物の耐風設計上の留意事項

（1）免震建築物では同規模の一般建物に比べ、風直
交方向・ねじれ振動の影響を受けやすくなるの
で、慎重に風荷重の評価を行わなくてはならな
い。また、アスペクト比（ 、H：建
物高さ、B：建物の見付け幅、D：建物の奥行
き長さ）が3以上となる場合は、風荷重の組合
せ（風方向・風直交方向・ねじれ）を考慮する。

（2）免震部材の安全性評価は、免震部材の適切な
繰返し加振実験、もしくはそれに基づく評価
方法によって行う。

（3）長期荷重を支持する積層ゴムや滑り支承など
の免震支承は交換が不要となるように、極め
て稀な暴風の事象後も免震支承の性能の変
化・劣化を小さく留めることを原則とする。

（4）風トリガーやストッパー（鋼製のシアキーや
ロック機能付きオイルダンパーなどで、強風
時に免震層の変形を抑制し、免震部材の過大
な水平変形や残留変形、損傷を防止するため
の機構）を採用する場合には、風トリガー等
が所定の性能を有しているかの検証が必要で
ある。また、風トリガーがないときの強風に
対する最低限の安全性が確保されなければな
らない。

（5）その他の留意事項
免震建築物は、同規模の一般構造建築物と比
べ、風荷重の影響を受けやすいので、たとえ

表1.1 風荷重による免震層の応答状態とランク
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件等を吟味し適切に設定する。

（4） 風荷重の算定は、建築基準法などに準拠す

ることを原則とするが、周波数応答解析や

時刻歴応答解析などに基づくことができる。

（3）免震層で用いられる免震部材のうち減衰性能を

有する部材は、長時間の繰り返しに対する疲労、履

歴および減衰特性を十分に考慮し、常に所定の性能

が発揮されることが前提である。そのためには、極

めて稀に生じる暴風によっても、損傷を生じず、暴

風とは独立に発生する地震動に対して有効に機能し

なくてはならない。このため、風荷重の継続時間を

適切に考慮することが重要となる。風荷重の継続時

間は基本的には一つの強風イベントの継続時間を指

すが、保守点検の条件によっては、供用期間中の累

積的な効果も考慮する必要がある。

風荷重の継続時間を評価する上では、建設地点にお

ける気象条件等の吟味が重要であり、過去の気象観

測記録等を参照して、風荷重の時刻歴を生成したり、

継続時間を評価したりする方法を用いることができ

る（「付3 暴風の継続時間2）」に示す予定）。

ただし、こういった検討により風向を考慮した風荷

重の評価の可能性もあるが、安全性に関わる検討に

風向特性を考慮するのは時期尚早であり、当面は評

価時間内では風荷重は最不利風向で一定として取り

扱うべきであろう。

（4）「3章 免震層の設計」でランクA、Bに相当する

場合は、免震建築物の風応答が応答の変動成分に対

する免震層の塑性化の影響を無視しうるので、弾性

時の振動特性による風荷重の評価が可能である。「3

章　免震層の設計」でランクCに相当する場合は、

免震層や免震部材の弾塑性性状を考慮した時刻歴応

答解析等に基づく必要がある。時刻歴応答解析の場

合は、多数の応答計算結果による統計平均を評価す

る必要があるが、辻田ら3）や吉江ら4）により時刻歴

応答解析を用いずに弾塑性応答を評価する確率統計

的応答評価方法も提案されており、応用が可能と思

われる。
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ば下記の項目など慎重に設計する必要がある。
1）居住性レベルの応答
2）空力不安定振動

（2）免震部材実験は、従来、比較的大きな振幅に対

する性状が評価されている。従って、免震部材の耐

風安全性に関して、風荷重を想定した適切な実験方

法にて、設計者が把握すべき小振幅特性やクリープ

特性などの応答特性も含む広義の安全性の評価や安

全限界を明確にするために実施するものとする。安

全限界が確かめられていない場合は、実験が実施さ

れた範囲を限界とすることを原則とする。

（4）風トリガー等を用いる場合は、本文に示す事項

とともに、地震時に風トリガー等が稼動している場

合の耐震安全性の検討が必要である。

（5）免震建築物は、同規模の一般構造より固有周期

が長くなるため、風応答が不利になりやすいので、

居住性レベルの応答や空力不安定振動など同規模の

一般構造では通常は特段の配慮が必要ない事項につ

いても慎重に設計を行う必要がある。

たとえば、設計風速が共振風速に対して十分に余裕

を持っているかどうかを確認するなどの配慮が必要

であろう。

2章　風荷重の設定

（1） 風荷重は、構造物の形状、構造特性、建設地

域および周辺の状況等を考慮して算定する。

この場合、水平面内の風向と直交する方向お

よびねじれ方向の振動並びに風荷重の影響が

顕著な部位の振動を適切に考慮する。

（ア）上記の評価に際して用いる風力係数は、

告示や荷重指針に規定された値または

風洞実験等よく吟味された方法によっ

て求める。

（2） 風荷重算定の基準となる地上10mにおける

平均風速（基準風速）は下記とする。

（ア）稀に生じる暴風時の基準風速は建築基

準法施行令第87条第2項の規定に従って

地表面粗度区分を考慮して求めた数値

以上とする。

（イ）極めて稀に生じる暴風時の基準風速は、

稀に生じる暴風時の基準風速の1.25倍

とする。

（3） 風荷重の継続時間については、建設地点に

おける気象条件や供用期間中の保守点検条
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3章　免震層の設計
3.1 評価項目

（1）免震建築物では同規模の一般建物に比べ、風

直交方向・ねじれ振動の影響を受けやすくな

るので、風荷重の組合せをふくめ、それらの

影響を十分に考慮する必要がある。

3.2 耐風安全性の検証

（1）極めて稀な暴風時の免震層の応答状態として

以下の3段階を許容する。

i）ランクA：

免震層の風荷重に対して、免震層が弾性挙動

する範囲に留まるケース（すべての免震部材

が降伏応力を超えない場合。免震部材にクリ

ープ性部材や剛すべり支承を含む場合は、ク

リープ性部材・剛すべり支承を除いた免震層

の復元力特性が風荷重に対して弾性限以内に

留まる場合や剛すべりの摩擦力のみで風荷重

を上回る場合を含む）

・免震層の各部を弾性範囲に留める設計であ

り、上記状態を確認することで、風荷重に

対する免震建築物の健全性が確認されるも

のとする。

・全ての免震部材が降伏応力を超えない場合

は、風荷重に対する特段の検討は必要ない。

・クリープ性部材・剛すべり支承を除いた免

震層の復元力特性により風荷重に対する検

討を行う場合は、別途、この復元力特性か

ら求まる免震層の変形に対して、クリープ

性部材・剛すべり支承の変形追従性を確認

し、クリープ性部材・剛すべり支承の継続

使用に支障のないことを確認する。

ii）ランクB：

免震層の風荷重に対して、免震層は弾性限を

越えるが、風荷重の変動成分に対しては弾性

挙動をするケース

・風荷重を平均成分と変動成分に分離し、そ

れぞれに対応する免震層の復元力特性を用

いて、静的な力の釣合から求めた最大変形

や塑性変形により構造安全性を検証するこ

とができる。その際、平均成分に対しては

静的な荷重と見なしてクリープ性部材・剛

すべり支承を除いた免震層の復元力特性

を、変動成分に対しては地震時の復元力特

性を用いることができる。

・風荷重による最大変形時に免震層の主要部

分が弾性範囲であることを確認するほか、

降伏応力を超える免震部材の変形追従性、

損傷度を評価し、構造安全性を検証する。

・風荷重の長時間繰り返しを考慮し、風荷重が

2～3時間連続相当の繰り返しに対して、使用

する免震部材が健全であることを確認する。
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図3.1 風荷重に対する免震層の応答の概念図と免震層のランク
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・クリープ性部材・剛すべり支承を含む場合

は平均成分により生じる変形が残留変形と

して残るが、その変形に対して各部が長期

荷重に対して安全であることを確認する

か、原位置に戻すなどの適切な対応を行う。

iii）ランクC：

免震層の風荷重に対して、免震層は弾性限を

超え、風荷重の変動成分に対しても弾塑性挙

動をするケース

・原則として、時刻歴応答解析による検証を

行い、免震部材などの最大変形、疲労損傷

の評価を行い、構造安全性を確認する。

・免震部材の疲労損傷評価やエネルギー吸収

量に対する評価などが必要となるため、風
荷重の大きさだけでなく、継続時間を含め

た風荷重の詳細な設定が必要となる。

・風応答により生じた変形が残留変形として
残る場合、その変形に対して各部が長期荷

重に対して安全であることを確認するか、

原位置に戻すなどの適切な対応を行う。

・極めて稀に生じる暴風時だけでなく、建物
供用期間中の累積疲労損傷評価を行い、供

用期間中の健全性を確保する必要がある。

（1）免震層の風応答状態ランクと耐風設計

すでに1章2項（5）で示したように、本指針では免震

層の風応答の状態をランクA～Cの3段階にわけ、ラ

ンク毎に設計方法を提示することとした。免震層の

応答ランクは、建築基準法による極めて稀に生じる

風荷重（風方向のみとなる）に対して、地震時の免

震層の復元力特性（地震時の検討に用いる復元力特

性）を用いて評価される応答状態によって分類する

こととした。実際の風応答時の免震層の復元力特性

は応答振幅レベルの違いや平均荷重の影響により地

震時とは異なることがあるが、風荷重の影響の小さ

い場合に、地震時と異なる検討を求めることは実用

的ではない。本指針では、まずは風荷重の影響の深

刻さを大きく捉え、影響が小さい場合は簡便に、大

きい場合はより慎重に風荷重の影響を評価する仕組

みを提案している。

i）ランクA

免震層の風荷重に対して、免震層が弾性限以内

に留まるケース

・クリープ変形が無視し得る荷重レベル（トリ

ガー荷重）が把握できている鉛系材料につい
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ては、風荷重の平均成分がクリープを無視し

える範囲の場合はランクAとして扱ってよい。

ii）ランクB

免震層の風荷重に対して、免震層は弾性限を越

えるが、風荷重の変動成分に対しては弾性挙動

をするケース

1）静的な力の釣合により、最大変形、塑性変形

の評価が可能

・免震層が弾性時の状態で風荷重が評価可能

・風荷重の平均成分と変動成分

風荷重の平均成分　Qm＝QD／Gf

変動成分　Q’＝QD・（Gf－1）／Gf

QD：告示による風荷重、Gf：告示によるガ

スト影響係数

・鋼材系ダンパーの場合は、最大風荷重（＝平

均成分＋変動成分）とスケルトンカーブ上で

の釣合いから応答を評価可能

2）クリープ性部材の場合は風荷重の平均成分の

影響によるクリープ変形の評価が必要（図3.1

のB’）

・鉛や錫を利用したクリープ性部材は風荷重の

変動成分には抵抗力を発揮するが、平均成分

にはクリープが生じ、抵抗力ゼロになるもの

として扱う。

・鉛や錫を利用したクリープ性部材を用いた免

震層の応答評価は「付4 免震層の簡易風応

答評価方法5）」に示す予定である。

4章　免震部材の設計
4.1 評価項目

（1）免震部材の設計において、極めて稀な暴風時

およびその事象後も免震部材がその機能を保

持できることを耐風安全性評価により確認し

なければばらない。

（2）耐風安全性の評価においては、長時間繰返し

荷重に対する疲労損傷、剛性低下、耐力低下

および温度上昇の影響、さらにクリープ変形

特性、小振幅特性など風荷重時に特徴的な評

価項目が適切に考慮されなければならない。

（3）温度上昇の影響や繰返し変形による免震部材

力学特性の変化は過大であってはならない。

また、その特性変化が応答値に影響する場合

には、風応答値の評価においてこれを考慮す

る必要がある。
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（4）鋼材の疲労など、供用期間中の地震や頻度の

高い強風により損傷が累積する免震部材にお

いてはこれを考慮して健全性を評価する。

（5）暴風の後に残留する水平変位を評価し、安全

性の評価を行わなければならない。

（1）長期荷重を支持する積層ゴム支承や滑り支承など

の免震支承は、交換が一般に困難なため、極めて稀

な暴風の事象後において、免震支承の性能の変化・劣

化を十分小さくして部材交換が不要となるようにすべ

きである。交換や補修が比較的容易なダンパー部材に

ついては、機能を喪失する完全破断などの致命的な損

傷は避けなければならないが、それ以外の局部的な亀

裂・破断、ダンパー形状の変化などについては軽微な

範囲内において許容してもよい。ただし、維持管理計

画などにおいて速やかに補修もしくは部材交換がなさ

れることが担保されなければならない。暴風時もしく

は地震時に、破損することを許容するトリガーやスト

ッパー類も同様である。

（2）免震建築物が強風を受ける場合には、免震部材

は風荷重の平均成分という静的な力を受ける点、な

らびに長時間繰り返し変形を受ける点で、地震時と

異なった風荷重に特徴的な挙動特性や安全限界があ

りうる。そのため、台風通過時などを想定した数時

間あるいはそれ以上の免震部材長時間加振実験などに

より、設計上考慮すべき項目、小振幅特性やクリープ

特性を含む挙動特性、安全限界およびその評価方法

が明らかになっている必要がある。安全限界が確か

められていない場合は、実験が実施された範囲を限

界とすることを原則とする。風荷重を想定した免震

部材の実験方法に関しては「付1 免震部材の性能

試験法」に示す方針である。

（3）免震建築物の設計で想定する免震部材の特性変

動の範囲内であれば、風荷重による温度上昇や繰り

返し変形に伴う免震部材の力学特性の変化が応答値

に及ぼす影響は小さいと判断してよいと考えられる。

ただし、その特性変化が一時的なものではない場合

にはこれを考慮した安全性の評価が必要である。

4.2 耐風安全性の検証

（1）免震部材の耐風安全性の検証は、それぞれの

部材の特性と応答レベルに応じて、免震部材

実験結果やそれに基づく安全性評価法および

安全限界に関する知見に基づいて行うものと

する。

（2）免震部材の耐風安全性の評価は、それぞれの

免震部材の応答状態を表す以下のランクa～c

の3段階に応じて行うものとする。

i）ランクa：

風荷重に対して免震部材の降伏応力を超えな

い応答状態であり、安全性検証は簡略的に行

ってよい。地震応答解析用復元力特性におけ

る降伏応力より小さな振幅レベルであっても、

小振幅特性として弾塑性挙動を示す部材にお

いては、ランクbとして扱うことが望ましい。

ii）ランクb：

風荷重に対して降伏応力を超えるが変動成分

に対して降伏応力を超えない応答状態であ

り、安全性検証を適切に行わなければならな

い。その際、免震部材に作用する風荷重変動

成分について、その最大振幅値を基に適切な

方法により、等価な一定振幅の正弦波繰り返

し荷重に変換して、安全性の検証を行うこと

ができる。

iii）ランクc：

風荷重の変動成分に対しても降伏応力を超え

る応答状態であり、安全性検証をより慎重・

詳細に行う。免震層風応答のランクがランクC

の場合、より詳細な風荷重が評価されている

ので、それを考慮して評価を行う。また、風

による繰り返し変形により力学特性が変化す

る可能性がある部材については、その変化が

十分小さい範囲か、免震建築物の風応答評価

に考慮した力学特性変化が適切かについても

判定しなければならない。

なお、オイルダンパーなど流体系ダンパーにお

いては併設されている主要履歴系免震部材のラ

ンクを準用するものとし、併設される履歴系ダ

ンパーがない場合はランクbもしくはcとする。

（3）免震部材に作用する風荷重を等価な一定振幅

の正弦波繰返し荷重に変換する際には、その

継続時間および変動荷重正弦波振幅を適切に

評価しなければならない。等価継続時間につ

いては建設地の気象条件による風速の経時変

化などを吟味して設定し、風荷重変動成分の

等価荷重振幅については、当該免震部材の評

価すべき項目に応じて、累積疲労損傷度、エ

ネルギー吸収量、累積滑り変形量などが等価

になるよう、別途評価された風荷重最大値に

低減係数を乗じて設定する。
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2 まとめ
「免震建築物の耐風設計指針（案）」として、指針

案本文と解説の一部を紹介した。まだ技術情報が十

分に整備されていない事項もあるが、免震建築物の

耐風設計にただちに適用されることが望ましいと思

われる事項が早期に実用化されること、検討すべき

事項が顕在化することにより研究・検討が進み、今

後の免震建築物の耐風設計の発展につながることを

願うものである。

参考文献

1）日本建築学会：建築物荷重指針・同解説（2004）、2004

2）松井正宏、大熊武司、田村幸雄：経験的風況特性を用いた仮想台風に

よる風速時刻歴の生成方法、日本建築学会大会学術講演会梗概集B-1

分冊、pp.115～116、2009 

3）辻田修ほか：弾塑性構造物の風応答性状ならびにその予測手法に関す

る研究その1～4、日本建築学会構造系論文集、（その1）第481号、 pp.

9-16、1996.3、（その2）第485号、 pp. 25-34、1996.7、（その3）第493号、

pp. 17-22、1997.3、第499号、 pp. 39-45、 1997.9.

4）吉江慶祐、北村春幸、大熊武司、和田章：エネルギーの釣合に基づく

平均成分を有する広帯域性変動風力を受ける弾塑性構造物の応答予測

手法、日本建築学会構造系論文集、第608号、 pp. 21-28、2006.10

5）竹中康雄、吉江慶祐、安井 八紀、大熊 武司：免震部材クリープ性を

考慮した風応答評価法について（その1）、日本建築学会大会学術講演

会梗概集B-2分冊、pp.273～274、2010
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（4）ダンパー部材の亀裂・ひび割れや免震層に大き

な残留変形などが生じるなど免震部材の性能が

低下する可能性が予測される場合、あるいは、

風トリガーやストッパーにおいて、当該部材を

初期の状態に戻す必要がある場合など、これら

に対する対処方法が当該建物の維持管理計画等

において明確にされていなければならない。

（1）（2）免震層の応答がマクロにみて弾性挙動であ

っても、免震層を構成する免震部材の中には弾性限

界を超える場合もあるなど、「3章　免震層の設計」

に示した免震層の風応答のランクと、免震部材の検

討レベルが1対1に対応しない。そのため本指針では

免震部材の応答状態を部材のランクとしてランクa～c

の3段階に分類し、免震部材の検討方法をそれぞれの

ランク毎に整理し提示する方針とした。

既往の実験データやそれに基づく安全限界および

安全性検証法について、免震部材ごとに既往の知見

の概要を「付2 免震部材の風応答特性」に示す方

針である。
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1 はじめに
2009年11月中国広州で開催された11WCSIに続き、

ASSISi（Anti-Seismic Systems International Society）が

主催する国際会議（12th World Conference on Seismic

Isolation, Energy Dissipation and Active Vibration Control

of Structures）（http://12wcsi.com/）は2011年10月4～7日

の日程でロシア・ソチにて催される予定です。ソチ

では、2014年2月7～23日に冬季オリンピックの開催

に向け、関連施設の建設を急ピッチに進めています。

これを契機に、免震技術をロシア国内への普及及び

ソチ（修正メルカリ震度では、設計震度IX）関連施設

へ免震技術の適用を図り、2010年6月28日から7月2日

の日程で、サンクトペテルブルグにて、Prof. Uzdin

（St. Petersburg Transport Univ.）は「Workshop: Bridges

seismic isolation and large scale modeling」を主催しま

した。ロシア国内の「The 6th Readings Devoted to the

Centenary of Prof. Savinov」など2つの会議も同時に開

催されました。イタリア3名、ドイツ2名、台湾1名、

国際委員会から筆者、ロシア国内から約100名ほどの

参加者が集まりました。

開催地のサンクトペテルブルグはかつての帝政ロ

シアの都であり、つねに文化の中心として輝いてき

ました。世界遺産として登録されている数々の歴史

的建造物の宮殿、大聖堂や美術館、博物館、劇場な

どが町に点在し、それをぬうように運河が巡ってい

ます。文化の香りの漂う、美しい町並みはいつの時

代も人々の心を和ませてくれます。主催者の配慮が

あって、シンポジウム開催の6～7月が白夜で旅行の

ベストシーズンだそうです。世界中からの旅行者が

ごった返し、主催者は宿泊先の確保が大変苦労され

たそうです。

2 Workshopの概要
本Workshopは 3日間の日程で開催されました。初

日は7題が発表され、主に各種免震装置は道路橋、

鉄道橋への適用に関する設計、実例紹介でした。2

日目はSt. Petersburgから200kmも離れ、フィンラン

ドに近い実験施設を見学、高圧送電線設備の振動台

試験に立ち会いました。3日目はソチでの鉄道橋の

設計中心に発表を行われました。発表は英語で行わ

れ、ロシア語に遂次通訳されました。ロシアの方は

総じて英語が苦手のようです。会場での英語による

交流も挨拶程度で、専門分野に関する議論はやはり

通訳の手助けが必要となりました。

初日はSt. Petersburg Transport Univ.で開催され、

主な発表者および講演題目概要は次の通りです。

“Workshop: Bridges Seismic Isolation and
Large Scale Modeling”

国際委員会　委員
フジタ　馮 徳民

委員会報告

図1 Workshop開催地サンクトペテルブルグと

12wcsi開催地ソチとの地理関係

写真1 主催者のProf. Uzdin（左）と女性通訳2名

通訳の方は定年した英文科の教授でした

06-2_委員会報告_国際.qxd  11.2.22 3:35 PM  ページ 37



38 MENSHIN NO.71 2011.2

の鉄柱で支えるため、計7,400基のSliding Pendulum

Isolatorは使われました。もっと驚いたのは全工事が

たった9ヶ月間で完成してしまうという驚異のスピー

ドです。Sliding Pendulum Isolatorの出荷検査は20％の割

合で実施されましたが、建設現場で建物の実大実験

も実施されました。Sliding Pendulum Isolator の速度依

存性について、Dr. Infantiは50kineまでの自社での試験

結果とカリフォルニア大学サンディエゴ校で実施し

た100kineまでの試験結果を比較紹介してくれました。

2日目はSt. Petersburgから200kmも離れたVyborg実

験施設を見学しました。当施設はもともと軍の施設

で、ダイナマイトを用いて振動台実験を実施できる

ように設計されました。各種建材、シェルター、原

子力施設、送電設備などについて実験を行って来ま

した。現在は一般開放され、見学時に加振機による

高圧送電線設備の試験を行っている最中でした。ダ

イナマイトを用いて、振動の振幅レベルを制御する

ことに感心しました。

Dr.MarioniとDr. Infanti（写真4、5）は世界最大免震

建物群C.A.S.E. PJへSliding Pendulum Isolatorの適用

を紹介してくれました。C.A.S.E. PJは、2009年4月6

日イタリアL'Aquila地震後の復旧工事として3階建て

のアパート185棟を立て、4,600戸で17,000人収容す

る計画です。18×54mのコンクリートスラブを40本

写真2 1日目の会場風景

国内のシンポジウムと2会場の同時進行なので、出入りが激しかったです

写真5 Dr. Huber（ドイツMaurer Sohnes）：スペイン、ハンガリー、

ギリシアにおける鉄道橋へ免震技術の実用例

写真6 実験施設の説明

写真3 Dr.Marioni（イタリア・ALGA）：Sliding Pendulum

Isolatorの開発と世界最大免震建物群C.A.S.E. PJへの適用

写真4 Dr. Infanti（イタリア・FIP）：免震技術を橋梁への適用。

C.A.S.E. PJにおけるSliding Pendulum Isolatorの2軸加振試験
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Prof. Uzdinはソチの鉄道橋の免震設計事例を紹介

しました。免震装置はすべりと鋼棒を束ねたものの

直列構造となっています。ダンパーは粘性ダンパー

を使用しています。

3 おわりに
今回は筆者の初めてのロシアへの旅でした。当初

日本から5、6名がシンポジウムに参加する予定でし

たが、主催者側の手違いで筆者ひとりの参加となっ

てしまいました。出発する前に、サンクトペテルブ

ルグの治安状況、ロシア料理などについてずいぶん

不安を抱きましたが、終わってみると思い出深い旅

となりました。

ロシアの地震地域はソチ、アゼルバイジャンなど

のアジア側にあるため、サンクトペテルブルグでは

ほとんど耐震設計がなされていません。ただ、帝政

ロシアの都だった関係で、サンクトペテルブルグの

設計事務所は全国の設計に関わっているようです。

また大学の先生、修士の学生を含め、ロシアの方

は概して英語が不得意のようです。通訳を介しての

交流または筆談となりますので、質疑討論もそれほ

ど活発ではありませんでした。ロシアに免震建物が

600棟あると言われてきましたが、その全貌は今回

解明できなかったことが心残りとなりました。

なお、本Workshopの論文集は2010年末目処にロ

シア語に訳され、配布される予定です。ロシアの免

震普及に役立てることを願います。

3日目はTransmost社の会議室にて開催されました。

筆者は日本の免制震技術、当協会の役割を紹介しま

した。その後、ソチでの鉄道橋の設計中心に発表を

行われました。Transmost社は橋梁関係の設計事務

所であり、ソチの40もある道路橋、鉄道橋を手がけ

ています。

写真10 Prof. Uzdinの講演写真7 高圧送電線設備の試験

写真8 別の振動台。矢印の部分は鉛直ばね

写真9 3日目の会場風景
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「免震構造を採用する先端企業訪問」の第二回目としまして、「免震建物普及宣言」を掲げ、賃貸住宅を主

体に、ホテル、高齢者福祉施設から低層の木造アパート建築まで幅広く免震化を展開する、スターツCAM株

式会社を訪問しました。

お話をお聞きしましたのは、スターツCAM株式会社代表取締役社長でスターツコーポレーションの副会長

でもある、関戸 博高様、スターツ免制震構造研究所 所長の古澤 健様、免震開発本部の水原 崇文様です。当

方は、社会環境部会の川合、川島、中澤の各委員と、委員長の久野です。

会社の概要

初めに、会社の概要についてご説明下さい。

スターツコーポレーション株式会社は、建設・不動産・管理事業を中核として、金融や、ホテル事業など、

46社で構成された総合生活文化企業で、海外にも14拠点がございます。

売上高は2010年3月期にグループ連結で約1,200億、社員数はグループ全体で約4,950名となります。スター

ツCAM（Construction＆Asset Management）株式会社は、土地有効活用事業、建設事業を行っており、売上高

465億、社員数約600名。皆さんがご存知のところですと、TVCMでもおなじみのスターツグループ「ピタッ

トハウス」は、全国に388店舗を展開しています（2010年10月現在）。

免震構造を採用する先端企業の訪問　第 2 回

スターツCAM株式会社 －高床免震で地震から地域を守りたい－
社会環境部会　委員長

大成建設　久野 雅祥

委員会報告

インタビュー風景
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免震構造採用の背景、実績

免震構造の採用の背景と実績についてお聞かせ下さい。

阪神大震災後に、建設会社の経営者として、また、ひとりの建築技術者として現地を視察し、惨状を目の

当たりにして、建築基準法を免罪符にしてはならないことを実感しました。そして、技術者としての倫理観、

使命感を強く感じました。

賃貸住宅という資産を地震からどのように守るか、そして地震直後の生活の場を維持するためには、一般

の市民が多く住む賃貸住宅や、それらが建つ地域の安全も守らなければいけないという想いが原点となって

います。

免震構造の採用は、自社施工においては、まず、スターツの発祥の地である江戸川区で2003年に第一号が

完成しました。当初は規模の大きな建物に限られましたが、その後、「高床免震」 の開発により、賃貸建物に

多い低層～中層建物へ免震構造をご提案できるようになり、物件数は図に示すように着実に増加しています。

免震構造の実績としては、現在設計中のものも含めて179※棟あり、賃貸マンションだけでなく、ホテル、高

齢者福祉施設への導入や、木造アパート、賃貸戸建などの低層住宅にも免震構造を積極的に展開しています。

（※2010年10月30日現在）

免震構造の採用と採算性

賃貸ビジネスとして成立するかどうかは、現状の数字が示していると言えますが、その秘訣はなんでしょうか。

オーナー様に免震構造を薦めるにあたっては、「免震構造」だけが切り離されるものではなく、仲介、借上

げ、管理、キャッシュフローなど一連のコンサルティングサービスの中に「免震構造」をビルドインしてお

薦めしています。何よりも「スターツが薦めるなら」といったオーナー様との信頼関係が大切です。

一方技術的には、「高床免震」を開発し、建設費の削減も行っています。高床免震は、1階の床を上げ、積

層ゴム支承と滑り支承を組み合わせて設置する構法であり、地盤の掘削を大幅に少なくし、建設費を抑える

ことができます。

免震建物棟数
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大事なのは、技術そのものではなく、免震を受け入れる土壌で、「安全な街を作ろう」という想いを、市場

にどう受け入れてもらうようにするかがポイントであると思います。営業としては、安い方が売りやすいわ

けですが、採算重視だけではなく、価値観に訴える営業も必要だと思っています。

また、入居者には、入居する前に免震構造の良さを十分に説明するようにしています。免震住宅にお住ま

いの方へのアンケートでは、「賃料が3～5％高くても免震を選ぶ」との回答が多く寄せられています。

地震保険への取組み

以前、地震保険の導入に取組まれていましたが、その後いかがでしょうか。

地震保険につきましては、様々なリスクファイナンスの手法を検討しましたが、世界的なテロや大災害の

発生に伴う再保険市場の硬直化などもあり、保険の組成等については見合わせています。今のところ、実際

に被害があった場合に、お客様へ自己責任で対応するほうが現実的だと判断しています。

上海万博への出展の反応

この8月に上海万博に参加されたとお聞きしましたが、反応はいかがでしたか。

堺屋太一氏からの要請を受けて、8月9日から15日までの1週間、起震車を出展しました。1日4回の体験加震

を実施しましたが、受付と同時に申込を締め切る状況で、多くの方が列を作りました。1週間で合計約2,500

名の方に体験していただきました。

中国においては、四川大地震や土石流災害などが近年発生していることもあり、災害に関する意識も高く、

上海は地震が少ない地域ですが、かえって貴重な体験機会として捉えられたようです。

技術への取組み

寺社の免震レトロフィットや地震観測にも取組んでいるとお聞きしていますが。

寺社への免震レトロフィットは、大田区池上本妙院のご住職から相談を受け、本堂の耐震補強および免震

化による改修の検討を始めました。耐震補強のみを行うと、壁ばかりとなり本堂の使い勝手が大幅に損なわ

れ、また、建替えようとすると現行法規では木造での建替えができないとのことで、柱脚に免震装置を設置

する免震レトロフィットが最適な方法と考えました。工事費の問題が残りましたが、幸い国土交通省のモデ

ル事業が実施され、これに応募し採択されたことで解決しました。大型の機械を使用せず、人力だけで工事

を行い、この9月に引渡しを終えました。

（会誌「MENSHIN」No.69  2010.8に紹介記事が掲載されています。）

高床免震建物 免震地下ピット
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地震観測としまして、すべての免震建物にオービットを観測する装置を取り付けています。さらに、東京

都内の5棟の建物、その他の地域の建物併せて合計7棟の建物で地震計による地震観測を実施しています。江

戸川区の建物では、深度50mの位置にも地震計を設置しています。これらは地盤の増幅を含め、構造計算の

とおりに免震機能が発揮できたかを確認するために行っています。

地域の防災活動への取組み

地域の防災活動にも熱心に取組まれているとお聞きしていますが。地域の安全として、阪神大震災の後に

は免震人工地盤の構想などが発表されましたが…。

地域防災の取組として、建物に併せて敷地内に防災井戸の設置を提案しています。建物の外からわかりや

すい場所に井戸を設置し、地域のコミュニティに役立てようとする試みです。提案を行うと約9割の方に賛同

していただいています。

興味深いことに、それらのお客様は免震構造の価値観を認めていただく方と層が重なります。街のために

何かしたいという意識が根底にあると思われます。

免震構造の建物が増えていき、気がつけば街全体が免震建物で安全となればよいと思っています。

上海万博での出展の様子 本妙院の工事の様子

設置された井戸と建物
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そして、ここ2年連続して、住宅金融支援機構の「理事長表彰」を受賞いたしました。これは、住宅金融支

援機構の融資を利用して建設された賃貸住宅のうち、地域の街づくりの推進に寄与した建物を表彰するもの

で、地震に対して安全で、地域の防災拠点としての貢献度を認めていただいたものです。

免震構造協会への期待

最後に免震構造協会への期待についてお聞かせ下さい。

免震の構造設計をできる人材が少ないことが気になります。特に地方では限られています。スターツでも、

免制震構造研究所を設立し、専門設計事務所として人材育成も含めて取組んでいます。また、今後は海外と

の人材交流も必要だと感じています。

免震構造協会において、ぜひ産官学で若手人材の育成をお願いしたいと思います。

訪問を終えて

・「免震建物を一つ一つ増やすことにより、街全体を地震から守っていきたい。」という想いと、「コミュ

ニティのシンボルである防災に強い井戸の普及」への姿勢に、地域防災力の向上にむけた強いメッセー

ジを受け取りました。（久野）

・数キロメッシュの単位としての地域の地震防災とビジネスのベストマッチングとの、印象でした。準防

火地域の地震火災に対して、ある程度の集積があれば有効かもしれません。また、大震災時の共助に（例

えば井戸）役に立つのでは。防災効果を評価して、補助金を取得するとさらに拡大しそうです。（川合）

・賃貸住宅事業において免震構造を地主様に推奨して採用していくことは、その地域の防災に対する安全

性を高めることになり、地域を先導して変えていくことだと分かり、深く感銘しました。（川島）
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講習会報告

講習会（本会誌61号参照）と同様に、2007年7月発刊

「パッシブ制振構造設計・施工マニュアル（第二版第

二刷）」を元に、受講者が手計算による制振構造設

計を体験し、習得することが目的とされています。

今回も「パッシブ制振構造設計・施工マニュア

ル（第二版第二刷）」作成に携わった多くの技術者

が講師となり、また東京工業大学 笠井教授が全て

の講義・演習において補足説明や質疑応答に対応

していただきました。特に、計算式の導き方まで

詳しく解説していただける点は、マニュアル作成

者自ら講儀・演習を行い、質疑応答に多くに時間

1 はじめに
11月15、16日の2日間にわたって、（社）日本免震

構造協会 応答制御部会により「第三回パッシブ制

振構造の設計・計算講習会」が、建築家会館1階 大

ホール（東京都渋谷区神宮前）で開催され、定員50

名に対して52名の方が参加されました。その内容

をご報告いたします。

2 講習内容
本講習会は、2007年11月に開催された初回講習会

（本会誌59号参照）、2008年5月に開催された第二回

「第三回パッシブ制振構造の設計・計算講習会」受講報告

構造システム
長尾真奈

1日目 主催者代表挨拶 可児長英 日本免震構造協会

オリエンテーション 龍神弘明 前田建設工業

講義 制振構造の原理と設計 笠井和彦教授 東京工業大学

解析モデル化に関して 山崎久雄 ユニオンシステム

制振設計例に用いる10層建物の概要 関谷英一 鴻池組

演習用E-defense向け5層建物の概要 田中智 安井建築設計事務所

ダンパー紹介（鋼材） 西本晃治 新日鉄エンジニアリング

講義/演習 鋼材ダンパー制振構造の設計・計算 原　博 東亜建設工業

田中智 安井建築設計事務所

講義 ダンパー紹介（摩擦） 北嶋圭二 青木あすなろ建設

講義/演習 摩擦ダンパー制振構造の設計・計算 〃 〃

2日目 講義 ダンパー紹介（粘弾性） 所　健 住友スリーエム

講義/演習 粘弾性ダンパー制振構造の設計・計算 大熊潔 住友スリーエム

講義 ダンパー紹介（オイル） 亀井俊明 カヤバ　システムマシナリー

講義/演習 オイルダンパー制振構造の設計・計算 龍神弘明 前田建設工業

講義 ダンパー紹介（粘性） 田中久也 免制震ディバイス

講義/演習 粘性ダンパー制振構造の設計・計算 大原和之 東京工業大学

講義 地震応答解析結果について 笠井和彦教授 東京工業大学

制振構造の構造計画について 吉江慶祐 日建設計

E-defense5層実大制振建物の震動台実験 笠井和彦教授 東京工業大学

表1 講習会プログラム
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ずに手計算（電卓を使用して）でダンパーの量を決

める方法でした。当初、この方法は、闇雲に応答解

析プログラムで解析するより効率的な方法だとしか

受け止めていませんでした。しかし、この報告書を

まとめるにあたり考えを整理していくうちに、それ

だけではないと分ってきました。

等価線形化法と応答スペクトル法により、手計

算で応答を予測するということは、振動や弾塑性

の特性への理解を深めることに役立つと気が付き

ました。手計算で解くためには、多くの仮定が必

要です。例えば、部材系モデルを質点系モデルに

簡略化するためには、剛床仮定が必要になります。

1つ1つの仮定には、建物が振動する際の特徴がま

とめられていて、手計算に至るまでの簡略化の過

程で、多くの特徴について理解することができま

す。これに対して、応答解析プログラムは直接積

分法を使用していますが、直接積分法の理解だけ

では、ただ数学を理解しただけで、実際の物理現

象を捉えることはできないです。

考えてみれば、弾性の応力解析も同様です。現

在、応力解析プログラムはマトリクス法を使用し

ていますが、学生時代の授業では、たわみ角法や

固定法により手計算で解を求めることで、部材の

応力と変形についての感覚を養ったものです。人

は自分の頭で理解できる範囲に物事を分解して、

手計算で解くことによってのみ、習得することが

できるのかもしれません。

地震応答解析プログラムを普及させるために講習

会を受講して、得られた答えは、皮肉にも、地震応

答解析プログラムを使用しないようにしなくてはい

けないということでした。例えば、今回教えていた

だいた性能曲線を利用したダンパー量の算出方法を

プログラムにすることができると思います。一貫計

算プログラムの鉄筋量算定機能のように、地震応答

解析プログラムの付属機能として商品化できるでし

ょう。しかし、プログラムが提供できるのは、この

方法が持つ効率的な設計という部分だけで、設計の

本質である振動や弾塑性について習得するには、プ

ログラムを止めて手を動かさないといけないことを

忘れてはならないと教えていただきました。

を用意していただける、この講習会ならではのこ

とだと感激いたしました。

演習では、2009年にE-defenseで行われた実物大

実験の試験体である、5層の鉄骨造建物が題材にな

りました。鋼材・摩擦・粘弾性・オイル・粘性の5

種類のダンパーを配置することで、目標性能を満

たすように設計しました。講義の最後には、設計

した建物の地震応答解析結果に加えて、実物大実

験についても映像と共に解説していただき、大変

充実した2日間でした（表1参照）。

3 感想
この講習会に参加した理由は、私が作っている

地震応答解析プログラム（任意形状立体フレームの

弾塑性解析プログラムSNAP http://www.kozo.co.jp/

program/kozo/snap/snap.html）を普及させることに役

立てたいと考えたためでした。

演習問題を要約すれば、「大地震波時の最大層間

変形角が1/50になるように設計された建物に、ダン

パーを配置して最大層間変形角を1/100に抑えるに

はどれだけのダンパーが必要か」という内容でした。

この講習会を受講する前の私ならば、過去に設計さ

れた同様の制振建物を参考にしておよその個数を決

めた後、SNAPを使用して何度も応答解析をして最

大層間変形角が1/100になるまで調整するぐらいし

か手段はありませんでした。今回の講義で教えてい

ただいたことは、地震応答解析プログラムを使用せ

写真1 講習会の様子
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1 はじめに
JSSIとCERA建築構造設計の共催で、地方への普

及を目的として免震セミナーを開催しております。

今回は、第20回、第21回、第22回、第23回に

ついて報告いたします。なお毎回、協賛会社の

方々からの技術説明も頂き話題を広げています。

①昭和電線デイバイステクノロジー（株）からは

積層ゴムの製造方法と性能試験について、②住友

金属鉱山シポレックス（株）からは錫プラグ入り積

層ゴム支承の製造方法と性能試験について、③ユ

ニオンシステム（株）からは告示計算による計算プ

ログラムの実演、④（株）免震テクノサービスから

は維持管理の現状と重要性について、⑤岡部（株）

からは、木造住宅の免震工法と性能試験について

説明を頂きました。

2 第20回免震セミナー inさいたま
日時：2010年7月30日（金）10：00～16：50

会場：鳩ヶ谷市民センターDove 会議室

テーマ：「1日で設計する免震構造」

3 第21回免震セミナー in水戸の報告
日時：2010年8月31日（火）10：00～16：50

会場：茨城県立県民文化センター　集会室

テーマ：「6時間で設計する免震構造」

4 第22回免震セミナー in金沢の報告
日時：2010年9月9日（木）10：00～16：50

会場：（財）石川県地場産業振興センター

テーマ：「6時間で設計する免震構造」

5 第23回免震セミナー in松本の報告
日時：2010年9月15日（水）15：00～17：00

会場：上土ふれあいホール

テーマ：「2時間で理解できる免震構造」

謝辞
今回は、特に埼玉での開催ではJSCA埼玉支部の

尾田支部長ほか理事の方々に、また松本では信州

建築構造協会の皆様にご協力頂き、深く感謝申し

上げます。

CERA建築構造設計
世良　信次

写真1 さいたま会場の様子

写真2 水戸会場の様子

写真3 金沢会場の様子

免震セミナーinさいたま、水戸、金沢、松本
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日　　時　　　　平成22年10月26日（火）

開　　会　　　　午後3時

会　　場　　　　建築家会館　1階大ホール　東京都渋谷区神宮前2-3-16

総表決数　　　　301個

本日出席会員数　273名（出席者29名、委任状出席244名）

この議決権数　　273個

■ 議案
第1号議案 一般社団法人移行について

その他

■ 議事の経過及び結果
1）開会

定刻に至り、事務局より開会が告げられ引き続き、当協会西川孝夫会長が挨拶した。

2）定足数の報告

事務局より、本日の通常総会は定足数を満たしたので有効に成立する旨が告げられた。

3）議長選出及び議事録署名人選出

議長の選出についてはかったところ、西川孝夫会長が議長に選任された。続いて、議事録署名人選出につ

いて、野中康友氏（第一種正会員）・西村功氏（第二種正会員）が選出され、異議なく承認され、両人とも承

諾した。

4）議案審議

第1号議案　一般社団法人移行について

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より新法人移行申請を早める理由について、現法人と新法人との

主な相違点・定款変更点・公益目的支出計画が資料に基づき説明があった。なお、移行申請時の定款・公

益目的支出計画は、公益認定等委員会の審査により、補正・指導等があり変わることがある旨の説明がな

された。

審議に入ったが異論なく、第1号議案は、原案のとおり承認された。

その他

議長より、その他審議事項の有無の確認があったが、新たな審議事項はなかった。

5）閉会

以上をもって、平成22年度臨時総会の議事全部を終了したので、議長は午後4時に閉会を告げた。

平成22年10月26日

議長　　　　　　　　西川　孝夫

議事録署名人　　　　野中　康友

議事録署名人　　　　西村　　功
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平成22年度臨時総会議事録
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49日本免震構造協会性能評価（評定）完了報告

日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）を受
け、性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ行っており
ます。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容

建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方
法や建築材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これ
は、日本免震構造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。
◇業務範囲

日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関す
る省令第59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60m
を超える超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域

日本全域とします。
◇性能評価委員会

日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分）原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員

構造性能評価委員会 材料性能評価委員会
委員長 和田　章 （東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸 （東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海 （東京大学） 副委員長 山　峯夫 （福岡大学）

山崎　真司 （東京電機大学） 委員 曽田五月也 （早稲田大学）
委員 大川　出 （建築研究所） 西村　功 （東京都市大学）

島 和司 （神奈川大学） 山崎　真司 （東京電機大学）
瀬尾　和大 （東京工業大学）
曽田五月也 （早稲田大学）
田才　晃 （横浜国立大学）
中井　正一 （千葉大学）

◇審査基準

性能評価の審査は、第2号の2の区分にあっては、平成12年建設省告示第1461号「超高層建築物
の構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」を含む建築基準法令、その
他の技術基準に照らし審査いたします。
また、第6号の区分にあっては、平成12年建設省告示第1446号「建築物の基礎、主要構造部等に使
用する建築材料並びにこれらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は日本農林規格及び品質に関
する技術的基準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に照らし審査いたします。
具体的には、該当する業務方法書をご覧ください。

◇詳細案内

詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL: http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　メディアWG URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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69国内の免震建物一覧表

超高層免震建物一覧表
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委 員 会 の 動 き 術委員会の活動もますます重要

になる。今後、さらに、委員会

活動を活性化したい。

ここに、最近の活動を、各分

科会から報告して戴く。

免震設計部会
委員長 公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智

今秋改訂された各種合成構造

設計指針における各種アンカーボ

ルト設計指針の変更内容を現在把

握中である。今後改訂に伴う「免

震装置の接合部・取り付け躯体の

設計指針」の修正事項を検討する

と共に、今までの修正事項を含め

て指針の改訂を行う。

●入力地震動小委員会

委員長　久田　嘉章

11/8と12/10に委員会を開催し

た。主な活動として、引き続き3

年を目途に設計用入力地震動ガ

イドラインの改訂を目的として、

関連する最新の研究動向の調査

や、ガイドラインの内容や分担

案の策定を行っている。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己

「粘性系ダンパーを用いた免震

層の最大変位と最大せん断力の

定式化およびエクセルによる計

算シート」の完成に向けて検討

作業を継続中である。さらに、

本簡易設計法の妥当性の検証作

業についても種々の手法を検討

している。

耐風設計部会
委員長 大熊　武司

会誌2月号に掲載予定の「耐風

設計指針（案）の本文と主要な

解説」の検討ならびに本文に引

から200km以上離れたところに

あった石油タンクの油が溢れて

火事になり、これが長周期地震

動をまじめに扱うことの始まり

といわれているが、実は超高層

ビルの曙といわれていたころか

ら長周期地震動の問題は顕在化

していた。この新潟地震でも石

油タンクから油が溢れ、大火事

になったが、このことを知らな

い若い技術者もいる。我々は長

い間これらの現象を知っていて

見ぬ振りをしていた。

当時でもエル・セントロなど

の記録地震動を用いて、動的解

析を行っていたが、書類上で注

目していたのは、最大応答せん

断力、最大層間変形角、そして

塑性率であり、地震時の揺れの

繰り返し回数や、減衰の小さな

構造物が長い地震で揺れ幅を増

していくことなど、考えていた

技術者はいたに違いないが、共

通認識にはなっていなかった。

免震構造の病院などで、ロック

されていないキャスター上のベッ

ドが病室の中を動き回ることなど

も、E-Defenseにおける実験を観

るまで、現実的ではなかった。

最近になって、長周期・長時

間・大地震動を超高層建築や免

震構造に対して真剣に考える雰

囲気になってきた。構造物に減

衰を持たせることの重要性が増

してくるように思う。重ねて、

これらの新しい技術が、問題解

決のために活用され、技術が進

歩し、我々の耐震技術をさらに

進歩させることができればと願

う。これを持って世界にでるこ

とも必要と思う。スピードある

問題解決のために、設計者・研

究者・行政のチームワークが重

要になり、これらの関係者が集

まる日本免震構造協会、その技

運営委員会
委員長 深澤　義和

運営委員会は 10 / 5、1 1 / 9、

12/14に開催された。新法人移行

については、10/26の臨時総会で

定款変更および公益目的支出計

画が承認され、申請が開始され

た。免震・制震の課題を総ざら

いし、今後の協会活動を発展さ

せるために、「近未来問題検討委

員会」の立ち上げについて合意

し、委員の人選をすすめた。中

国をはじめとする外国での免震

構造普及活動について意見交換

を始めた。その他、予定された

講習会等の協会活動が順調に実

施されていることを確認した。

技術委員会
委員長 和田　章

普段は優しい地球の自然であ

るが、冬の猛吹雪、集中豪雨、

山崩れ、ハリケーン、竜巻、そ

して大地震などのハザードは、

寺田寅彦が檻からでてきた猛獣

のようだと書いているように、

非常に激しくて恐ろしい。これ

らに対して、人工的に作る建築

物や土木構造物の安全を守るの

が我々の仕事である。人間は完

全ではないと謙虚に言いつつも、

我々が実際に行っている考察に

は足りないことがあり、自然の

猛威は我々の弱点を突いてくる。

我が国で初めて高さが100mを

超えた三井霞ヶ関ビルの工事が

始められた頃、1964年6月16日

の新潟地震が起きていて、この

地震動の後半には周期が6秒ほど

の緩やかな長周期の波が延々と

つづいていた。2003年9月26日

の十勝沖地震において、震源地
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出版部会
委員長 加藤　晋平

出版部会の全体会議は10月27

日（水）に開催されました。11月

25日（木）発行予定の会誌70号の

進行状況の確認、次の71号の内

容及び執筆依頼について検討しま

した。

出版部会委員の補充及び変更

により部会の体制が強化され、

普及委員会では来年の「免震フ

ォーラム」の議題が検討されて

いること等が報告された。

また、JSSIホームページが外

部委託により11月完成予定で進

められている。

社会環境部会
委員長 久野　雅祥

11月17日に第24回委員会を開

催した。集合住宅の免震構造と

耐震構造の地震被害想定を、起

震車実験等に基づいて震度ごと

に作成中。

「免震構造を採用する先端企業

訪問」の第二回目であるスター

CAM株式会社訪問記をMENSHIN

に投稿した。

国際委員会
委員長 斉藤　大樹

「第1回柏崎国際原子力耐震安

全シンポジウム」（11月24日～

26日）に可児委員と濱口委員が参

加した。日本とヨーロッパの地

震危険度が大きく異なるため免

震構造の要求性能が違うこと、一

方、機器の上下動の応答低減の必

要性については各国の意見が一致

したことなどが報告された。

また、今後の国際委員会活動

の活性化の一環として、我が国

の免制振技術・応用事例に関す

る英文情報を、定期的にニュー

スレターで海外に発行すること

用する付録の検討を進めている。

付録には、免震部材の性能試験

法・風応答特性、暴風の継続時

間、免震建築物・免震層の風応

答評価方法等についての情報を

整備したい。

施工部会
委員長　原田　直哉

JSSI施工標準に、今後盛り込

んでいくべきテーマ、話題につ

いて意見・情報交換をおこなっ

ている。標準的な施工要領や留

意点については、現行の施工標

準でほぼ網羅されていると考え

ているが、もう少し踏み込んだ

内容を模索している。

免震部材部会
委員長 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

昨年の12月に「免震構造 －部

材の基本から設計・施工まで－」

がオーム社から刊行された。ア

イソレータ小委員会およびダン

パー小委員会での成果がようや

く実った。本書の執筆ならびに

校正段階でご意見を頂いた皆さ

まに感謝いたします。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

アイソレータ小委員会と連携を

取りながら進めることとなった

「免震構造－部材の基本から設

計・施工まで－」が12月に出版さ

れた。また、新たな知見（部材特

性データや評価方法）の調査・検

討を進めており、WEB公開のデー

タを更新したいと考えている。

応答制御部会
委員長 笠井　和彦

パッシブ制振評価小委員会

委員長　笠井　和彦

制振部材品質基準小委員会

委員長　木林　長仁

制振部材特性の共通評価に関す

るデータシートをまとめ、会誌

「MENSHIN」11月号に発表した。

続いて、制振ダンパーを主架構に

取り付けるための付加ブレースが

制振効果に及ぼす影響に関しても

検討を続け（11/4, 12/9）、会誌に発

表予定である。また、第3回制振

寺子屋を11月15日-16日に開催

し、東京近郊に留まらず全国から

52名の参加者を得て、実践訓練を

行った。

防耐火部会
委員長 池田　憲一

耐火設計ガイドブックはWG内

の査読を完了し部会内での査読

継続。滑り系装置の耐火構造認

定条件の設定は試験計画策定完

了。オイルダンパーの耐火性能

については試験計画を再検討中。

また、国交省へ業務方法書の改

訂許可をお願いした。

普及委員会
委員長 須賀川　勝

普及委員会運営幹事会を12月

20日に開催した。新しいHPの内

容と会誌「MENSHIN」の保存用

CDの取り扱いについて検討し

た。今後既刊の会誌については

会員向けHP上に公開していくこ

とになった。また来年度のフォ

ーラムのテーマについても意見

交換し、次回から詳細を詰めて

ゆくことになる。

各部会の活動については以下

のようになっている。
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2月5日（土）

第9回免震建物点検技術者講習・

試験（会場：東京・砂防会館）

が合意された。会員からの投稿

も呼び掛けるので、ぜひご協力

頂きたい。

資格制度委員会
委員長 長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が

認定する「免震部建築施工管理

技術者」および「免震建物点検

技術者」の資格に関わる講習・

試験及び更新講習会の実施及び

その合否判定に関わる事業を担

当している。そこで、当該3カ月

間に2回の当委員会「運営幹事会」

を開催し、下記の各事業の諸準

備状況の確認と開催実施、及び

『第11回免震部建築施工管理技術

者講習・試験』の合否判定等を

行った。免震部建築施工管理技

術者の講習・試験及び更新講習

はともにたいへん多くの受験

者・更新者があり、健全な免震

建物の普及に対する社会のニー

ズが更に増大する傾向にあるこ

とを反映したものと思われる。

10月3日（日）

第11回免震部建築施工管理技術

者講習・試験（会場：東京・ベル

サール渋谷ファースト）

570名受験/494名合格

11月7日（日）

第6回免震部建築施工管理技術者

/更新講習会（会場：東京・砂防

会館）

更新者489名［更新対象者650名］

11月28日（日）

第4回免震建物点検技術者/更新講

習会（会場：東京・新宿NSビル）

更新者73名［更新対象者106名］

なお、今年度最後の事業とし

て下記の講習・試験には、173名

が受験する予定である。
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日付 委員会名 開催場所 人数

10.4 普及委員会/運営幹事会 事務局 7
10.5 運営委員会 〃 12
10.5 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F大会議室 6
10.6 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 事務局 5
10.12 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 〃 7
10.14 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 4
10.14 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F大会議室 4
10.15 資格制度委員会/施工管理技術者審査部会 事務局 4
10.18 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG･認定WG合同 〃 7
10.18 技術委員会/応答制御部会/パッシブ制振評価小委員会/制振普及WG 〃 9
10.20 技術委員会/防耐火部会 〃 13
10.20 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 8
10.20 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 建築家会館3F大会議室 13
10.20 資格制度委員会/運営幹事会 事務局 8
10.22 国際委員会 〃 4
10.26 技術委員会/施工部会 〃 9
10.27 技術委員会/耐風設計部会 鹿島建設　KIビル 7
10.27 普及委員会/出版部会/「MENSHIN」70号編集WG 事務局 3
10.27 普及委員会/出版部会 〃 11

10.28
 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法

 WG/高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG 
〃 12

10.29 資格制度委員会/施工管理技術者更新部会 〃 5
11.1 資格制度委員会/点検技術者更新部会 〃 6
11.4 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 6
11.8 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 〃 13
11.9 運営委員会 〃 15
11.17 技術委員会/防耐火部会 〃 16
11.17 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 9
11.17 普及委員会/社会環境部会 〃 5
11.18 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG･認定WG･認定試験体WG合同 〃 7
11.19 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 6
11.19 国際委員会 建築家会館3F小会議室 6
11.24 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 事務局 6
11.25 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 4
12.6 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 〃 10
12.3 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 建築家会館3F大会議室 9
12.8 国際委員会 事務局 4

12.9
 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法

 WG/高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG 
〃
 

13

12.9 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 9
12.14 表彰委員会 建築家会館3F大会議室 10
12.14 運営委員会 事務局 12
12.15 資格制度委員会/運営幹事会 〃 8
12.16 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 6
12.17 技術委員会/防耐火部会 〃 12
12.17 技術委員会/防耐火部会/耐火試験WG･認定WG･認定試験体WG合同 〃 8
12.17 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 〃 5
12.17 技術委員会/耐風設計部会 〃 6
12.20 普及委員会/運営幹事会 〃 7
12.20 技術委員会/応答制御部会/パッシブ制振評価小委員会/制振普及WG 建築家会館3F小会議室 6
12.27 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 国士館大学 5

委員会活動報告（2010.10.1～2010.12.31）
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会員動向

会員種別 会員名 業種または所属

入　会

会員数 名誉会員 1名
（2010年12月31日現在） 

第1種正会員 96社

 第2種正会員 207名

 賛助会員 72社

　　　　　　　　 特別会員 6団体

第2種正会員 江尻　憲泰 長岡造形大学

　　 〃　　　 江　支川　（こう　しせん） 中華建築隔震消能構造協會
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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会員動向

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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会員動向

1. 免震建物  2. 制震建物  3. 非免制震（番号をご記入ください）

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：コンサルタント

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料 ｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

 ｛｛4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　） c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b.土木　c.エンジニアリング　d.その他（ ）

a.不動産　b.商社　c.事業団　d.その他（ ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

社団法人日本免震構造協会 入会申込書

担当者が勤務している事務所の建物
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員動向

会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容 （名刺を拡大コピーして、貼っていただいても結構です）
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I n f o r m a t i o n

平成12年に発足させた、当協会の資格認定制度「免震部建築施工管理技術者」の登録有効期限は5年間で

す。資格を更新するためには、講習会を受講する、または免震工事概要報告書を提出する、の二つの方法が

あります。

本年度の更新対象者は、更新一回目と二回目の人が重なる最初の年で、平成17年度に登録された227名と、

同年に一回目の更新をされた423名が対象となります。

前者の更新講習会は、平成22年11月7日（日）に、砂防会館（東京）にて実施し、458名の方が受講されました。

後者の免震工事概要報告書提出での更新者は23名でした。

当日のプログラムは、下記の通りです。基調講演を、松田平田設計の江本正和氏に「日本の建築は地震と

どう向き合ってきたのか」のタイトルで、約一時間講演していただきました。

今年は、免震部建築施工管理技術者試験の受験者も570名と多く、また更新率もかなり高い状況でした。

理由としては、設計図書・特記仕様書などに、免震部建築施工管理技術者による施工管理を要望する旨を記

されるようになったことも、要因のひとつではないかと思われます。

平成22年度免震部建築施工管理技術者更新報告
資格制度委員会
委員長 長橋　純男

13_インフォメ-1.qxd  11.2.21 5:10 PM  ページ 85



86 MENSHIN NO.71 2011.2

インフォメーション

免震建物点検技術者の登録有効期間は5年間で、今回4度目の更新を迎えました。資格制度委員会/点検技術

者/更新部会が中心となり、準備を進めてきました。

更新方法は、「会場で講習を受講する」参加学習型と、「免震点検報告書を提出する」実務経験型があります。

どちらかを選択することができます。

前者の更新講習会は、平成22年11月28日（日）に、東京の新宿NSビル5・6ルームにて行い、63名の方が受講さ

れました。講演は、普段はあまり触れることのない貴重な内容で、受講者の方も熱心に受講されていました。

プログラムは下記の通りです。

後者の免震点検報告書提出者は9名で、更新部会にて書類審査を行い、全員を「更新可」と判定いたしま

した。前者の学習参加型による更新手続者63名を含めて、更新率は約69％でした。

平成22年度免震建物点検技術者更新報告
資格制度委員会
委員長 長橋　純男
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中山光男氏（鴻池組執行役員）を偲ぶ
教育普及部会　西川 一郎

余りにも急な事で、追悼文を書きつつも、中山

さんの逝去が信じられない状況です。

中山さんとは、当協会で主催した阪神淡路大震

災の丁度1年前に起こった米国ノースリッジ地震被

害と免震建築の視察旅行（1994年4月）が付き合い

の始まりです。

これに参加した約半数の方が免震未経験者でし

たが、1年後の阪神大震災以降の日本の免震発展期

に、多くの方が各企業などの免震．制振のキーマ

ンとなり、さらに当協会の発展に寄与され、中山

さんもその代表的存在でした。中山さんは仙台出

身ですが、後輩の面倒見が良く、義理、人情に厚

い昔の江戸っ子的性格だと感じていました。当協

会の活動でもその性格を生かし、多大の貢献をし

ています。特に、ややもするとサロン的になって

しまう協会活動に、事業導入の重要性を訴え、資

格制度事業と性能評価事業の立ち上げの中心にな

って、自ら立案し、軌道に乗るまで活動されまし

た。中山さんの存在無くして、両事業の実施は無

かったのではないかと感じています。最近では、

運営委員、理事を歴任され、当協会の発展に多大

な貢献をした一人と言えます。

鴻池組OBの方から中山さんの貢献として以下の

話がありました。『中山さんは、教育改革を謳い、

鳴り物入りで発足した国立高専（仙台）の1期生で、

この年の卒業生は優秀な生徒が集まり、各界で活

躍しています。彼も鴻池組の構造技術の中心で活

躍してきた一人です。何事にも真面目に取り組む

姿勢と、新しい技術への旺盛な意欲は貴重な存在

でした。前述のような免震構造への取り組みに加

えアンボンドPC構法、PRC構造、超高層RC構造、

CFT構造など多くの構造技術に関して業界の中で

も常にトップグループの位置で真摯に取り組んで

きたその足跡には敬意を表します。』

また、個人的な事ながら、中山さんとは仕事だ

けでなく、前会長の山口御夫妻と共に毎年行って

いた水元菖蒲園散策そして柴又たなか家でのうな

ぎ定食など家族ぐるみのお付き合いをしていまし

たが中山さんが参加出来なくなることは非常に残

念でなりません。

ここに謹んで御冥福をお祈りいたします。

1994年4月

米国視察（サンフランシスコ）

2列目右から4番目が中山氏

中山光男氏

1999年1月14日

免震シンポジウム（神戸国際会議場）
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最後に、奥様から頂いた中山さんとの思い出を

載せておきます。余談ですが、お二人の出会いの

場であるバークレー校には、偶然にも前記視察旅

行で訪問しております。

◇◆◇

37年前カリフォルニア大学バークレー校のイン

ターナショナルハウスの前でハンサムなのに気難

しそうな顔をした主人に初めて会いました。企業

内留学中だった私は、同じクラスの友人からルー

ムメイトだった主人を紹介され、その6ヶ月後に結

婚しました。授業には余り出ないで、古い建造物

や美術館、また当時の近代的な建物を彼なりに見

て勉強をしていた様子でした。

結婚30周年を機に、主人の行きたかったオース

トリア・ウイーンを旅した際にも、オペラハウス、

美術史美術館、歴史の街を堪能していました。音

楽鑑賞が大好きで、ベートーベン第7を聴こうと会

場で待ち合わせした時、仕事が忙しいからと代理

の人が隣の席に座ったことに驚きました。

生活のすべてが仕事の中にあった主人ですが、

家では仕事のことはほとんど話さない人でした。

それでも自分の方向性に悩むと、能天気な私を誘

って近くの温泉に出かけたものです。

今年3月に舌癌と診断され、病床にあっても、最

後まで仕事のことを気にしておりました。色々と

遣り残した口惜しい思いが伝わり、とても悲しい

です。葬儀の日に、彼の仕事の重要性、お付き合

いの広さを感じ、改めて尊敬し、偉大さに驚かさ

れました。

主人を支えて下さった皆様に改めて心より感謝

申し上げます。

中山富貴子

マーチャーシュ教会でのクリスマスミサ
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3/16 通信理事会

3/中旬 時刻歴応答解析法による免震構造の設計講習会

3/中旬 耐火ガイドブック出版記念講習会

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

5月

5/中旬 理事会（協会会議室）

5/下旬 記者懇談会（協会会議室）

5/25 会誌「menshin」72発行

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

3月

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

4月
4/1 平成23年度会費請求書送付

4/18 通信理事会

は、行事予定日など行事予定表（2011年3月～2011年5月）
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2011年 新年賀詞交歓会報告

当協会は1月28日（金）午後6時より、東京・元赤坂の明治記念館「若竹の間」にて新年賀詞交歓会を開催し

ました。昨年の賀詞交歓会も、同会場で開催いたしました。一年が早く感じられます。今回は、来賓・会員

あわせて84人が出席し、新年を祝いました。

はじめに、西川会長が「建設投資が、1989年では80兆円でGDPの20％、これが2010年度では40兆で9％と

減少している。建設関係のゼネコン数も60万社ほどあったものが50万社に、また、労働者数も690万人から

500万人へといずれも減少してきている。新卒の採用者も、バブル期には7万人いたが、昨年は3万人台にな

り、製造業からの人離れは、建設業界の主要な課題である。各企業は、今後どうやって若い人を確保するの

か、引き留めていくのか。今後の業界の方向としては、国際化・環境・防災となろう。

免震構造は一般の建物から、官庁建物、あるいは原子力施設にまで及んできている、大地震に対する免震

効果は、過去の地震からも証明されている。

当協会は、昨年10月に臨時総会を開いて、非営利型の“一般社団法人”を目指すべく、準備を進めていく

ことが決定した。これに当たっては、国土交通省も、是非ご支援賜りたい。

台湾の免震構造協会から依頼があり、免震構造の維持管理のための点検技術の講習依頼があり、協会では

これまで蓄積したノウハウなどを含めて、点検技術者の講習会を開催する予定である。今後、中国でも免震

構造は急激に増加することが見られており、これらの技術を共用し、免震構造の発展を目指したい。」と、

挨拶しました。

つづいて、来賓の国土交通省住宅局建築指導課 建築物防災対策室 杉藤 崇室長が挨拶され、社団法人日本

建築家協会の筒井伸也専務理事が、乾杯の音頭をとって、歓談に入りました。

和やかな雰囲気の中、歓談の輪があちらこちらで見受けられ、沢田副会長の中締めにより、午後7時45分

に盛会裏にお開きとなりました。

社団法人日本免震構造協会
事務局長 佐賀　優子

あいさつする西川会長

乾杯の音頭　日本建築家協会　筒井専務理事

あいさつする国土交通省杉藤室長

中締め沢田副会長

会場内の様子
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このたび、当協会のホームページを下記のようにリニューアルいたしました。

見やすくなりましたので、どうぞご利用ください。

ホームページアドレス：http://www.jssi.or.jp/

ホームページリニューアルのご案内
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新日鉄エンジニアリングの

免震シリーズ

■積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー

従来の免震鋼棒ダンパーに比べ、降伏せん断力当たりの
価格が安く、経済的です。

積層ゴムアイレーターと一体にすることが可能です。
また、ダンパーのサイズ、本数や配置、組み合わせを選択できます。

免震U型ダンパーの360度すべての方向に対し、
ほぼ同等の履歴特性を示します。

地震後のダンパー部分の損傷程度を目視にて確認でき、点検が容易です。
また、万が一の地震後におけるダンパー交換も可能です。

■別置型免震U型ダンパー

免震Ｕ型ダンパー
低コスト

自由度

無方向性

メンテナンス

純度99.99％の純鉛を使用、数mmの変位から地震エネルギーを
吸収します。また800mm以上の大変形にも追随できます。

従来の径180の鉛ダンパーと比べ、２倍以上の降伏せん断力をもち、
経済的です。

地震後のダンパー交換も容易です。また変形した鉛ダンパーは
再加工後、再利用できるため、廃棄物になりません。

高品質

低コスト

メンテナンス

免震鉛ダンパー

強く、安く、扱いやすい
純鉛ダンパー

さまざまな設計・施工ニーズに
応える２タイプの免震Ｕ型ダンパー

■鉛ダンパー

〒141-8604 東京都品川区大崎一丁目5番1号大崎センタービル
Tel. 03-6665-4360 7 0120-57-7815 http://www.menseishin.com/
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〒103-0028 東京都中央区八重洲1-6-6 八重洲センタービル9階　TEL.03-5202-6865 FAX.03-5202-6848
e-mail menshin@group.bridgestone.co.jp

お問合わせ先

ホームページアドレス URL：http://www2.bridgestone-dp.jp/construction/antiseismic_rubber/

建設資材販売促進部　免震販売促進課

水平せん断試験風景

・免震部材を配置し応答計算を実行するソフト。
・告示計算と時刻歴解析の両手法での検討が可能。

・多様な模擬地震波を装備。
・ホームページより無償ダウンロード。

ブリヂストンの設計支援サービス

マルチラバーベアリングは、ゴムと鋼板でできたシンプルな構造。上下方向に硬く、水平
方向に柔らかい性能を持ち、地震時の揺れをソフトに吸収し、大切な人命を守ります。

ブリヂストン免震ゴム

免震部材配置計画支援プログラム

・最適積層ゴムサイズ
・解析結果

告示計算
GA　最適化

照査
N

Y

製品DB

確認

時刻歴応答解析

・柱座標
・軸力（長期／短期）
・積層ゴムタイプ

積層ゴムサイズ
の選定・配置

START

END 時刻歴解析による精査

上部構造物の
モデル入力

免震層の
荷重履歴曲線

NEW
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詳細は以下までご相談下さい。

国土交通大臣認定
天然ゴム系：
  FP180CN-0349
高減衰ゴム系：
  FP180CN-0350

【適合免震装置：天然ゴム系、
高減衰ゴム系支承】

目安寸法

600

1,310×1,310
1,510×1,510
1,710×1,710
1,910×1,910
2,110×2,110

けい酸カルシウム板

●耐火1時間性能試験を行い、非加熱面温度（裏面温度）
が告示で定める可燃物燃焼温度（建告1432号）以下で
あることを確認しています。
●400mm変位試験を行い、変位前後で異常が無い事を
確認しています。
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震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

販 　 売  ： Taylor & Francis
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［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Francis社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

大相撲は八百長問題により春場所が中止となる
事態になりました。そもそも八百長の語源は八百
屋の長兵衛さんが、碁仲間の相撲の年寄に商売上
の打算から、碁の実力は上なのにわざと負けたり
して勝敗をうまく調整したことから来ているよう
ですが、このような問題で「国技」である大相撲
が消滅するかも知れない危機に陥っていることは
残念です。
それとは逆に今回の免震建築訪問記で紹介され
ている「平城宮跡第一次大極殿正殿」は、「平城遷
都1300年」の昨年に見事に復原されました。現存
する古代建築・遺構・文献等を克明に調査して上

部建物を復原し、下部構造は現代の技術である
「免震」により後世に安心して残せる建物となりま
した。また大正時代に建設された「旧石川県庁舎
本館」も免震レトロフィットにより貴重な歴史的
価値のある建物の保全と良好な景観の維持が図ら
れました。これらの建物は「免震」の良さが充分
に発揮されています。
紅葉の季節に奈良に訪問し、1300年の歴史にも
触れる機会を得られた今回の編集WGは、加藤（巨）、
小山、齋藤、竹内、千馬、酒井さんの6名の方々で
した。御苦労様でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平
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